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※本冊子における用語は、次のとおりとする。 

小学校・・・義務教育学校の前期課程（１～６年生）を含む。 

中学校・・・義務教育学校の後期課程（７～９年生）を含む。 

 

小学生・・・義務教育学校の前期課程（１～６年生）に通う児童を含む。 

  中学生・・・義務教育学校の後期課程（７～９年生）に通う生徒を含む。 

   

小学１～６年生・・・義務教育学校の前期課程（１～６年生）を含む。 

中学１～３年生・・・義務教育学校の後期課程（７～９年生）を含む。 



 

 

  

教育計画・予算 

１ 学力向上プラン          P１     

２ 体力向上プラン          P２     

３ コミュニティ・スクール（ＣＳ）  P３       

４ 教育予算                  P４ 



令和８年度
目 標

課題への
アプローチ

課題

成果

当別町学力向上プラン

「全国学力・学習状況調査」全教科の平均正答率について
「全国平均を上回る」ことを目標とする。

●算数・数学等における学力に課題が見られる（正答率30％以下）児童生徒の
増加は、前年度の学習内容の取りこぼしが原因と考えられるため、ＡＩドリル
等の有効活用により、基礎・基本の確実な習得が求められる。

●わかる楽しい授業の推進・授業の中で確実に児童生徒の力を伸ばす授業の推
進に向け、学力に課題の見られる児童生徒への手立てだけではなく、学力に応
じて児童生徒へ適切な指導を行うための授業改革の推進が継続的に求められる。

●算数・数学の平均正答率が全国平均を下回っている
（小学校：-6.0％ 中学校：-3.3％）

●無解答率が高い傾向にある
（小学校：15領域中13領域で全国平均以上 中学校：12領域中５領域で全国平均以上）

●正答率30％以下の児童生徒の割合が高く、学力の底上げに課題がある
（小学校：国語・算数で全国平均以上、中学校：全教科で全国平均以上）

●規則正しい生活習慣の定着に課題がある
（小学校・中学校ともに「朝食を毎日食べている」「毎日同じくらいの時刻に寝ている」の設問で

全国平均以下【児童生徒質問紙調査】）

●家庭学習習慣の定着に課題がある
（小学校：３項目で全国平均以下 中学校：２項目で全国平均以下【児童生徒質問紙調査 授業時間外・

休日の勉強時間を問う設問（全３項目）】）

理科算数／数学国語

61.0％（全国平均以上）52.0％67.0％（全国平均以上）小学校

49045.0％54.0％中学校

●小学校国語・理科の平均正答率が全国平均を上回っている
（国語：+0.2％ 理科：+3.9％）

●中学校３年生が、令和４年度に小学校６年生で受験した時と比較して、
全国平均との差を縮めている
（国語：-8.6％（R4）→-0.3％（R7） 算数（数学）：-9.2％（R4）→-3.3％（R7））

●将来の夢や目標を持つ児童生徒が多い傾向にある
（小学校：+6.8％ 中学校：+1.0％【全国平均比】）

●授業が好きな児童生徒が多い傾向にある
（小学校：国語+2.6％、算数+3.0％、理科+5.4％【全国平均比】）

（中学校：国語+2.4％、数学+2.4％、理科+10.2％【全国平均比】）

●授業改善・ＩＣＴの活用が進んでいる
（小学校：６項目で全国平均以上 中学校：４項目で全国平均以上【児童生徒質問紙調査 授業改善の
推進状況・授業におけるICTの活用状況を問う設問（全６項目）】）

●当別町の学力の状況
（令和７年度「全国学力・学習状況調査」平均正答率 ※中学校理科は平均ＩＲＴスコア）
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当別町体力向上プラン

Ｒ８年度目標

「令和８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において
小学校 体力合計点（Ｔ得点）５０以上
中学校 体力合計点（Ｔ得点）５０以上 もしくは

小学校５年次の調査結果を上回る

●効果的にＩＣＴを活用した授業改善の推進
●生活習慣改善に向けた家庭への啓発
●教職員向け研修機会の充実
●児童生徒向けスポーツ活動の継続実施
●部活動・総合型地域スポーツクラブへの支援
●地域と連携した体力向上の促進

●中学校女子で、運動が苦手な生徒、運動をしない生徒が多い
（体力合計点-4.2（全国平均比）、体力の総合評価がＤ・Ｅの生徒が全体の30.3％、

１週間の総運動時間が０分の生徒が全体の22％）

●土曜日・日曜日の運動時間が短い傾向にある
（全ての調査対象で全国平均を下回っている）

●スクリーンタイムが長い児童生徒が多い傾向にある
（スクリーンタイム３時間以上の児童生徒 小学校男子+12.6 小学校女子+8.3

中学校男子-3.3 中学校女子+0.9【全国平均比】）

●小学校男子・女子の体力合計点が全国平均を上回っている
（小学校男子+2.5 小学校女子+4.2）

●中学校男子で、令和４年度に小学校５年生で実施した時と比較して、
体力合計点（Ｔ得点）が上がっている

（47.1（R4）→50.0（R7））

●体育授業におけるＩＣＴの活用が進んでいる
（体育の授業でICTを使って学習することで「できたり、わかったり」することが「いつもある」児童生徒
小学校男子+20.5 小学校女子+13.4 中学校男子+8.2 中学校女子0.9 【全国平均比】）

●当別町の体力の状況（令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果）

成果

課題

課題への
アプローチ
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 学校運営協議会は、任命された保護者や地域の方々が一定の権限を持って学校運営に参

画する組織で「地域とともにある学校」づくりを推進します。 

 ３ コミュニティ・スクール（ＣＳ） 

 

 

 

 

 

 

  

 小中一貫教育の充実のためには、教育課程だけでなく、子どもたちの家庭や地域の中での学び、発達

段階に応じた心の成長等も一緒に考える必要があります。そこで、保護者や地域住民と子どもたちの義務

教育９年間について話し合う場の設置が必要です。 

 学校運営協議会では、小中一貫教育を地域全体で支えるため、学校支援に関する方向づけや調整等の協議

を行うことで、学校運営全般への参画を促します。 
 

 当別町では、平成２９年度に各中学校区（当別地区・西当別地区）に学校運営協議会を設置しました。

基本的な活動として、以下の３点を行いながら、学校支援活動や地域連携活動等、段階的に発展させ、

「地域とともにある学校」を作ります。 

         （１）「学校運営に関する基本方針」承認     【委員数】令和８年５月１日現在 

（２）学校運営についての意見           当 別 地 区 １０名          

（３）学校評価                  西当別地区 １３名 
 

義務教育９年間の学びの充実のために 

 ※学校運営の責任者は校長であり、学校運営協議会が校長の代わりに学校運営を決定・実施するものではありません。 

保護者・地域住民 

承認・意見 

依頼・説明 

教 
育 
委 
員 
会 学校運営に 

対する意見 

    

    

学校運営や必要な支援に 

関する協議 

学校運営協議会 

委員の任命 

学校運営・教育活動 

学校運営の基本方針 

学校  

情報提供・協議を踏まえた支援活動 
参画 情報提供 

学校運営協議会制度を導入した学校（コミュニティ・スクール）

学校評価部会 
 

・評価項目の検討 

・評価の実施 

・評価結果の分析       等 

学校支援活動部会 
 

・放課後学習 

・登下校の見守り 

・農業体験        等 

地域連携部会 
 

・地域人材の発掘 

・地域行事との連携 

・各種団体との連携        等 

コミュニティ・スクール委員会（学校運営協議会） 

事 務 局  
 

・会議の開催 ・全体調整・広報活動    等 

【コミュニティ・スクール組織図】 

地域とともにある学校＝学校運営協議会設置校（ＣＳ） 

基本的な 

活  動 

3



 ４ 教育予算                      

 

  令和８年度 一般会計当初予算額 
   

区分 金額（千円） 構成比（％） 

議会費 81,013 0.6 

総務費 2,997,238 21.2 

民生費 2,752,732 19.4 

衛生費 580,432 4.1 

農林水産業費 652,182 4.6 

商工労働費 132,333 0.9 

土木費 2,741,299 19.4 

消防費 599,123 4.2 

教育費 658,900 4.7 

災害復旧費 5 0.0 

公債費 937,749 6.6 

職員費 2,017,599 14.3 

予備費 5,000 0.0 

歳出合計 14,155,605 100.0 

 

 

  令和８年度 教育費当初予算額 
   

区分 金額（千円） 構成比（％） 

教育総務費 288,344 43.8 

義務教育費 184,842 28.1 

社会教育費 45,394 6.9 

保健体育費 140,320 21.3 

総額 658,900 100.1 

 

 

 

  教育予算の推移 
 

年度 一般会計予算 増減率 教育費予算 増減率 構成比 

令和 ４年度 13,567,556 ▲10.0 1,512,424 ▲48.2 11.1 

令和 ５年度 13,404,221 ▲1.2 955,657 ▲36.8 7.1 

令和 ６年度 12,550,546 ▲6.4 734,987 ▲23.1 5.9 

令和 ７年度 13,913,589 10.9 776,664 5.7 5.6 

令和 ８年度 14,155,605 1.7 658,900 ▲15.2 4.7 
 

※各年度当初予算額  

 

教育総務費, 43.8%

義務教育費, 28.1%

社会教育費, 6.9%

保健体育費, 21.3%

議会費, 0.6%

総務費, 21.2%

民生費, 19.4%

衛生費, 4.1%

農林水産業費, 4.6%商工労働費, 0.9%

土木費, 19.4%

消防費, 4.2%

教育費, 4.7%

災害復

旧費, 

0.0%

公債費, 

6.6%

職員費, 

14.3%

予備費, 0.0%
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  主な事業 

 

【学校教育課所管】 

 
国・道からの「給食費負担軽減交付金」により、小学生の給食費が無償化となる。「子育て・教育

環境の一層の充実」を目指し中学生も含めた学校給食の無償化を行う。 

 

老朽化の進む学校教育施設及び社会教育施設について、専門的な知見から現状を把握する現地調査

を行うとともに、改修が必要な箇所・概算工事費を明らかにし、施設整備の検討に必要な計画を策定

する。 

 

町内の子どもたちが姉妹都市について学習する機会を創出することを目的として、宮城県大崎市岩

出山に、町立学校の生徒等による使節団を派遣する。 

 

食材等の物価高騰が続くなか、学校給食栄養摂取基準を充たし、安心・安全な学校給食を維持して

いくため、給食材料費の補填を行う。 

 

【社会教育課所管】 

 

子どもたちが将来にわたってスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる体制を整備するため、

学校部活動を一部種目において地域クラブ化し、部活動地域展開を推進する。 

 
安心安全に利用できる公共施設維持管理のため、老朽化した総合体育館キュービクルの改修を実施

する。 

学校給食無償化事業 (新規）（42,017 千円） 

教育施設改修計画策定事業 (新規)（6,993 千円） 

遣岩出山生徒使節団事業 (新規)（730 千円） 

学校給食物価高騰対策事業 (継続)（11,848 千円） 

学校部活動地域展開推進事業 (継続)（14,748 千円） 

当別町総合体育館キュービクル改修工事 (新規)（35,000 千円） 
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学 校 教 育 

１ 重 点 目 標         P７ 

２ 現 況 

  学級数及び児童生徒・教職員数     P７ 

  学 校 概 況  

① とうべつ学園       P８ 

② 西当別小学校       P10 

③ 西当別中学校       P12 

３ 学 校 給 食         P14 

４ 保護者支援制度         P15 



 １ 重点目標 

 

 

 

 ２ 現況 

  学級数及び児童生徒・教職員数 

令和８年５月１日現在 

 

 

区分  

 

 

 学校名 

学級数 児童生徒数（人） 教職員数（人） 

普

通 

特

別

支

援 

１

年 

２

年 

３

年 

４

年 

５

年 

６

年 

特

別

支

援 

計 
校

長 

教

頭 

教

諭 

養

護

教

諭 

事

務

職

員 

栄

養

教

諭 

１ 西当別小学校 8 4 22 35 36 33 45 35 15 221 1 1 15 1 1  

２ 西当別中学校 4 4 24 27 46  9 106 1 1 12 1 1  

３ 

とうべつ学園

（前期課程） 
11 4 33 52 41 46 41 44 17 274  1 19 1 1 1 

とうべつ学園

（後期課程） 
6 2 47 52 45  4 148 1 1 12 1 1  

合 計 29 14  45 749 3 4 58 4 4 1 

 

※加配事業による教職員の配置（上記教職員数の内数） 

加 配 事 業 名 西当別小学校 西当別中学校 
とうべつ学園 

（前期課程） 

とうべつ学園 

（後期課程） 
合 計 

指 導 方 法 工 夫 改 善 1 1   2 

通  級  指  導 1  3 1 5 

主   幹   教   諭  1 0.5  1.5 

専 科 指 導 （ 理 科 ）    1 1 

専科指導(小中一貫)    1 1 

日 本 語 指 導   2  2 

事  務  職  員     0 

 合 計 2 2 5.5 3 12.5 

 

全ての子どもを社会と未来につなげる 

～児童生徒一人ひとりに応じた きめ細やかな指導を通して～ 

              ※詳細は、「当別町教育推進計画」参照  
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  学校概況 

と う べ つ 学 園 （義務教育学校） 

校 

章
・
所 

在 

地 

 

校 
 
 
  
 
 
 

歌 

 
 
  
 
  
 
 
  

作
詞 

  

西
下 

航
平 

 
 
  
 
  
 
 
  
 

作
曲 

  

髙
木 

慶
太 

  

一 

曙
光
に
照
ら
さ
る
る
当
別
に 

真
空
色
付
く
亜
麻
の
花 

白
樺
戦
ぎ
て
風
涼
や
か
に 

平
野
を
臨
み
て
深
め
よ
心 

 
二 
黄
金
に
覆
わ
る
る
石
狩
野 

紫
雲
に
け
ぶ
る
阿
蘇
の
山 

紅
葉
と
交
わ
り
て
色
鮮
や
か
に 

自
然
を
仰
ぎ
て
忘
る
な
故
郷 

 

三 

歴
史
に
刻
ま
る
る
開
拓
の 

心
受
け
継
ぎ
身
を
立
て
り 

川
辺
を
伝
い
て
道
賑
や
か
に 

一
つ
に
集
い
て
学
べ
よ
我
ら 

 

四 

雲
雀
東
風
吹
か
る
る
か
す
み
草 

梟
飛
び
立
つ
影
白
く 

希
望
を
歌
い
て
身
を
健
や
か
に 

未
来
を
拓
き
て
愛
せ
よ
故
郷 

沿 

革 

の 

概 

要 

【母 体】当別小学校及び当別中学校の統合         
 

平成３０年 基本構想策定 

令和 元年 開校準備委員会・教育課程編成委員会設置 

２年 校名決定 

       実施設計策定 

       校舎建設工事（～令和４年２月） 

       校章制定 

    ３年 校歌制定 

    ４年 とうべつ学園開校     

令和 ６年 石狩管内学校課題研究発表会開催 

   ７年 石狩管内教育実践奨励表彰受賞 

 

教 
 

育 
 

目 
 

標 
夢と志を持ち 希望に満ちた未来を拓く子どもの育成 

 

◇ 高い志と確かな学力をはぐくむ     （知）  

◇ 思いやりの心と豊かな人間性をはぐくむ （徳）  

◇ たくましい身体と心をはぐくむ     （体） 

経 
 

営 
 

の 
 

重 
 

点 

【基本方針】「多様なこどもたちの 深い学びを確かなものとし、未来の創り手を育成する学校」 

【学校経営の重点】 

〈方策１〉授業づくり 資質・能力の育成 
〇個別最適・協働的な学びを一体的に充実させ、単元デザインの工夫による資質・能力の育成 

〇資質・能力の三要素をバランスよく育成する好奇心や対話、探究等を喚起する授業づくり 

〈方策２〉人づくり・心づくり 
〇支持的風土を醸成し、安心・絆・連帯・協働を保障することによる学校全体の幸福感の波及 

〇発達段階に応じたＳＳＴや組織的なアイスブレイクの実施による児童生徒のウェルビーイングの実現 

〇いじめへの組織的対応の徹底と、不登校児童生徒や保護者への相談支援体制の充実 

〈方策３〉多様性の包摂  いっしょ、共生、理解 
〇９年間を見通し、教育的ニーズの把握と困難の改善・克服に向けた指導支援体制の構築 

〇帰国児童生徒等への日本語指導ときめ細かな支援による、共生社会を担う教育機会の保障 

〇多様性を尊重し共生する態度の育成を通じた、世界平和と持続可能な社会への貢献する児童生徒の育成 

〈方策４〉地域とともに 
〇目指す児童生徒像の共有と、学校運営協議会委員による主体的な熟議の推進 

〇地域社会の一員としての自覚と、期待や信頼に応えるスクールコンプライアンスの遵守 

〒061-0205 

北海道石狩郡当別町下川町 125 番地 

電話：0133-23-2102 FAX：0133-23-3760 

 

【 校 章 の 意 味 】 
 

 中心の花は「亜麻の花」を表現。とうべつ学園の「と」を「Ｔ」にも見

えるようにデザインし、当別の「当」の字で丸く囲むよう配置。「知」「徳」

「体」「絆」「夢」を星に込め、学問の象徴でもあるペンで表現。 
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研
究
主
題 

≪ 研 究 主 題 ≫ 

「未来の創り手を担う児童生徒の育成」～資質・能力を確実に育む授業づくりを通して～ 

特 
 

色 
 

あ 
 

る 
 

教 
 

育  

活 
 

動 

１ 系統性・連続性を踏まえた生活・学習指導 

・教育的ニーズに応じたきめ細かな指導の充実を図る。 

・校務分掌に支援教育部を設置し、子ども一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充
実を図る。 

２ 日常的な異学年交流活動 

・日常的な縦割り班活動、地域や異校種との交流を通じて、豊かな人間性や社会性を培う。 

３ ４・５・６年生における一部教科担任制 

・専門的な教科指導の充実による学力の向上を促す。 

・多くの指導者のかかわりによる、きめ細かい指導と児童生徒の多面的な理解の促進を図る。 

 ４ ５年生からの児童生徒会活動の実施 

・５年生から児童生徒会活動に参加し、協力して課題を解決し、自分たちの手でよりよい学校
をつくろうとする自主的・実践的な態度を育てる。 

 ５ ５年生からの部活動の参加 

・５年生から部活動に参加可能とし、スポーツや文化芸術等に親しもうとする態度を養う。 

・後期課程での本格的な部活動開始に向けた基本的技能や基礎的体力の向上を図る。 

 ６ 英語教育の全学年実施  

 ７ 独自教科「とうべつ未来学」の全学年実施 

学 
 

級 
 

編 
 

制 

令和８年５月１日現在 

（前期課程）  

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

学級数 １ ２ ２ ２ ２ ２  11  <4> 

男子 11（3） 27（2） 23（2） 24（3） 19（2） 22（1）  139 （13） 

女子 22（1） 25（1） 18（1） 22（0） 22（0） 22（1） 135 （4） 
合計 33（4） 52（3） 41（3） 46（3） 41（2） 44（2）  274 （17） 

 

（後期課程）                         

学年 ７年 ８年 ９年 合計 

学級数 ２ ２ ２  ６ <2> 

男子 18（0） 28（2） 19（0）  67（2） 

女子 29（1） 24（0） 26（1）  81（2） 

合計 47（1） 52（2） 45（1） 148（4） 

 

※ （ ）～特別支援学級の児童・生徒数で外数とする。 

  ＜ ＞～特別支援学級数で外数とする。 

教 
 
 
 

職 
  
 

員 

令和８年５月１日現在 

 校 長       桂 川   淳  

 教 頭（前期課程） 赤 井 真美子 

    （後期課程） 加 藤 隆 司  

 
 教職員数  主幹教諭１名 教諭 35名  養護教諭２名 栄養教諭１名  

事務職員２名 時間講師２名 学力向上推進講師２名 特別支援教育支援員２名 

特別支援学級介助員１名 事務嘱託員２名 学校管理人２名 

校内支援教育支援員 １名 外国人児童生徒支援員２名  

スクールサポートスタッフ２名 ＡＬＴ２名、スクールカウンセラー１名 

 

基礎期（１～４年生） 

「基礎基本の確実な習得」 

充実期（５～７年生） 

「目標の設定と自ら学ぶ態度の育成」 

発展期（８・９年生） 

「自分の人生をデザインする力の育成

～夢の実現へ～」 
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西  当  別  小  学  校 

校 

章
・
所 

在 

地 

 

校 
 
 
  
 
 
 

歌 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
   

作
詞 

 

坂
本 

 

亮 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
   

作
曲 

 

津
田 

 

甫 
   

一  

青
き
手
稲
の 

か
が
や
け
ば 

 

豊
か
な
る
野
に 

風
か
お
る 

 

わ
れ
ら
は
あ
し
た 

集
い
来
て 

 
学
ぶ
よ
学
ぶ 

さ
わ
や
か
に 

 
西
当
別
の
小
学
校 

   

二  

緑
の
原
を 

つ
ら
ぬ
き
て 

 

石
狩
川
の 

水
清
し 

 

わ
れ
ら
は
と
も
に 

手
を
結
び 

 

進
む
よ
進
む 

ひ
と
す
じ
に 

 

西
当
別
の
小
学
校 

  

 

三  

夕
雲
遠
く 

し
ず
ま
り
て 

 

阿
蘇
岩
山
に 

あ
か
ね
さ
す 

 

わ
れ
ら
は
の
ぞ
み 

も
や
し
あ
い 

 

育
つ
よ
育
つ 

す
こ
や
か
に 

 

西
当
別
の
小
学
校 

沿 
 
 
  
 

革 
 
 
  
 

の 
 
 
   

概 
 
  
 
 

要 

 昭和２６年   獅子内小学校・太美小学校が合併して 

              西当別小学校設立 

              新校舎落成・移転 

              校章制定 

     ２７年   西当別小学校校歌制定 

     ３２年   校舎増築、屋内体育館完成 

     ３６年   開校 10 周年記念式挙行 

     ４６年   開校 20 周年記念式挙行 

     ４８年   増築校舎完成（理科室・準備室、視聴覚室、 

放送室、保健室） 

     ５０年   北海道小中学校放送教育研究大会開催 

     ５６年   開校 30 周年記念式・祝賀会 

     ５７年   新校舎完成（普通教室４・音楽室・理科室） 

     ５８年   新体育館落成式・祝賀会 

     ６２年   開校記念日指定・祝賀会 

 平成  元年   グラウンド改修工事 

       ３年   高岡小学校を本校へ統合 

       ６年   増築校舎落成式・祝賀会 

       ７年   プレハブ校舎４教室完成 

       ８年   増築校舎完成式 

             （普通教室８・音楽室・図工室） 

                学校給食開始 

    ９年   「たんぽぽ学級」設置 

１３年   新学校教育目標制定 

              開校 50 周年記念式・祝賀会 

１４年   視聴覚室改修 

１５年  児童図書管理コンピューター化 

１６年   ハマナス 50 本植樹(朝日新聞社より寄贈） 

１８年   文部科学省指定の「小中連携事業」 

              開始（２か年） 

１９年   国際理解教育開始（ＡＬＴとの学習） 

              ＪＩＣＡ研修員学校訪問（アフリカ諸国より） 

 ２２年   当別町青少年善行賞受賞 

（リングプル・エコキャップ収集） 

              

              当別町 140 年記念パレード見学、 

              記念式典参加（５年生） 

     ２３年   大崎市へ震災復興激励の横断幕の送付 

     ２４年   ＪＲ電化祝賀式典参加 

     ２６年   西当別地区プレイハウスが西当別 

              小学校内へ移転 

     ２７年   電子黒板・書画カメラ設置 

   ２８年  一貫教育推進講師配置 

       （西当別中学校と兼務） 

       ＪＩＣＡ研修員学校訪問 

（アフリカ諸国より） 

       レクサンド市教育委員会視察団訪問 

   ２９年  小中一貫教育開始 

       旧校舎屋根改修工事 

       西当別コミュニティスクール開始 

   ３０年  全国いじめ問題子どもサミット参加 

       授業改善推進チーム活用事業開始 

       体育館屋根改修工事 

       当教研学校課題研究発表会開催 

令和 元年  体育館照明、トイレ、玄関改修工事 

   ２年  木質バイオマスボイラー設置工事 

校内ＬＡＮ設備改修、児童一人１台端末配置 

石狩管内教育実践奨励表彰受賞 

３年  開校 70 周年記念品作成 

４年  中央玄関、東児童玄関および、１・２ 

    階中央トイレ改修工事 

    当教研学校課題研究発表会開催 

５年  屋上キュービクル、放送設備及び中央 

玄関前花壇改修工事 

電子黒板(ビッグパッド)配置 

６年  教室、職員室にエアコン設置 

７年 東トイレ洋式化、会議室普通教室化 

   体育館非常口段差解消工事 

〒061-3776 

北海道石狩郡当別町太美町 1481 番地 

電話：0133-26-2170 FAX：0133-26-2813 

 

【 校 章 の 意 味 】 
 

 雪のように清らかに、鏡のように曇りなき心身の発達成長への願いを表す。 
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教 

育 

目 

標 

 ◇ 心ゆさぶる感性  〈心〉   ・のびのび語り合う子 

 ◇ 学びを求める知性 〈学び〉  ・ぐんぐん学び合う子 

 ◇ 生き方を磨く個性 〈生き方〉 ・もりもりきたえ合う子   ［平成 13年３月改定］ 

経
営
の
重
点 

★「好きと得意」を伸ばす  ★ICT を有効に活用できる  ★自己の生活を自ら調整する力 

★個々の教育的ニーズに基づいた特別支援教育   ★幼保・小・中及び地域との連携強化 

研
究
主
題 

 ≪ 西当小の使命 ≫ 家庭や地域と協働した「楽しい学びの場・自ら学びを深める場」の充実 
 ≪ 研 究 主 題 ≫ 「主体的に考え、学びを深める子どもの育成」 
         ～ICT を活用し、児童の「考える」を引き出す指導の在り方について～ 

特 
 
 
 

色 
  
 

あ 
 
 
 

る 
   

教 
 
  

育  
 
 

活 
 
  

動 

１  基礎・基本を大切に確かな学力を身に付ける学習指導 

 ・全校一斉に毎朝「朝読書」「ドリルタイム」に取り組む 

 ・学力向上推進講師の活用（理科、英語） 

   ・ＩＣＴ機器（クロームブック等）を活用した授業改善の推進 

２  地域の人材を活用した学習支援活動（ときめきバンク・学校支援地域本部事業ボランティア） 

     ・様々な教科や特別活動、総合的な学習の時間などに「ときめきバンク」（人材バンク）

に登録している人材の活用 

３  ＮＰＯと取り組む環境教育 

 ・ＮＰＯの協力を得て、環境教育に積極的に取り組む（５年生「道民の森」での学習など） 

４  活発に行われる読書活動 

     ・全校一斉の「朝読書」、11月の読書月間、地域ボランティアによる本の読み聞かせなど、

読書活動を通して豊かな心を養い、国語力向上を目指した取り組み 

５  生き生きと展開する児童会活動 

    ・思いやりの心を育て、児童相互のふれあいを大切にした「西小タイム」 

     ・明るい挨拶が積極的にできるよう「あいさつ運動」を児童会が主体的に計画運営する 

     ・西当別中生徒会と合同開催する「いじめ撲滅集会」 

６  基本的な生活習慣や子どもの生きる力を育てる幼保小中連携事業の充実・発展 

   ・保育所園児の学校体験会、１年生との交流活動 

   ・６年生の中学校登校、授業体験、部活動体験 

   ・小中合同いじめ撲滅集会など合同行事の開催 

 ７ 教科担任制・授業交換制の実施 

 ８ 英語教育の全学年実施 

 ９ 「とうべつ未来学」の全学年実施 

学 

級 

編 

制 
 

令和８年５月１日現在  

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

学級数 １ １ ２ １ ２ １  ８ <４> 

男子 11（1） 19（1） 17（3） 17（3） 31（1） 17（3） 124（12） 

女子 11 16 19（1） 16 14（1） 18（1） 97（3） 

合計 22（1） 35（1） 36（4） 33（3） 45（2） 35（4） 209（15） 

※ （ ）～特別支援学級の児童・生徒数で外数とする。 

  ＜ ＞～特別支援学級数で外数とする。 

教 
 
 
 

職 
  
 

員 

 

令和８年５月１日現在  

 校 長 木 村 大 輔 

 教 頭 星 野 麻 耶 

 教職員数  主幹教諭１名 教諭 17名 養護教諭１名 事務職員１名 

学力向上推進講師２名  特別支援教育支援員２名 

特別支援学級介助員１名 事務嘱託員１名 学校管理人１名 

ＡＬＴ２名、スクールカウンセラー１名 
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潮
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光
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西
当
別  

わ
れ
ら
の
ふ
る
さ
と 

沿 
 
 
  

革  
 
 
 

の 
  
 
 

概 
 
 
 
 

要 

 昭和２２年   獅子内小に併置開校 

              当別町制施行町立に 

 ２３年   校章制定、独立校舎落成 

 ２５年   高岡分校設置 

 ２６年   旧校歌制定 

 ３１年   体育館落成 

 ３２年   開校 10 周年式典 

 ３８年   高岡分校独立 

 ４２年   開校 20 周年式典 

 ４３年   高岡中学校統合 

 ４６年   町プール校地に設置 

 ４９年   スクールバス運行 

 ５１年   石狩管内教育実践奨励賞受賞 

 ５２年   開校 30 周年式典 

 ５４年   体育館落成 

 ５６年   新校舎落成記念式典 

 ５７年   校舎落成記念植樹 

          グラウンド完成 

 平成 ４年   学校週５日制開始 

       ８年   学校給食完全実施、事務補配置 

              全国スキー大会回転優勝（個人） 

       ９年   開校 50 周年式典・スウェーデン訪問 

 １１年   全道剣道大会３位（個人） 

     １２年   増築校舎完成 

              町Ｐ連研究大会（本校ＰＴＡ主管） 

１３年   特殊学級設置・10学級編制 

１４年   全道新体操準優勝（個人） 

１５年   全道新体操優勝、準優勝（個人） 

１６年   全道ソフトボール大会３位 

平成１７年   新教育目標設定 

１８年   全道ソフトボール大会３位 

         18･19 年度国立教育政策研究所委嘱 

         事業 小中連携教育実践研究指定校 

１９年   道「青少年の主張」大会優秀賞（個人） 

２０年   石狩管内教育実践奨励賞受賞 

２１年   モンゴル国教育視察団訪問 

２２年   ＥＳＤ日米教員交流団来校 

      体育館耐震改修工事 

２３年   当別町学校教育研究推進協議会学校 

         研究発表会 

２５年   体育館大規模改修工事 

     旧校舎給水管改修工事 

２６年   校務用生徒用パソコン更新 

２７年   電子黒板・書画カメラ設置 

２９年  小中一貫教育開始 

開校 70 周年 

３０年  全国いじめ問題子どもサミット参加 

３１年  部活動後援会設立 

令和 元年  町 150 年記念事業プレイベント参加 

 ２年  新型コロナのため臨休（4/11～5/31） 

木質チップボイラー工事 

      校内ＬＡＮ設備改修、生徒一人1台端末 

   ４年  拠点校方式部活動開始 

       全日本吹奏楽コンクール予選参加 

   ５年  電子黒板導入 

   ６年  エアコン設置・マルチルーム改修 

   ７年  旧校舎トイレ改修工事 

       北海道吹奏楽コンクール 銀賞 

教 

育 

目 

標 

  ここ西当別の大地で、 
   ◇   高い知性          〈知〉 
   ◇   強い意志          〈徳〉 
   ◇   健やかな体         〈体〉 
  を求め、自らの進路を切り拓こう               ［平成 17年２月制定］ 

〒061-3772 

北海道石狩郡当別町獅子内 5134 番地 1 

電話：0133-26-2252 FAX：0133-26-2412 

 
 

【 校 章 の 意 味 】 
 

 

 六角形の雪の結晶に、西当の文字を図案化し、中の字の周りに配する。 
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経 

営 

の 

方 

針 

と 

重 

点 

＜経営の方針＞ 

（１）〔確かな学力の保障〕  

→生徒が、自ら進路選択・実現に向かう確かな学力の定着と未来を生きる基礎を築く。 

（２）〔安全･安心･いじめ「０」〕 

→生徒が、安全に安心して学ぶ環境と体制を整え、いじめ「０」の学校づくりを推進。 

（３）〔合理的配慮〕 

→生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適切な指導や支援を遂行する柔軟な対応。 

（４）〔社会に開かれた教育課程〕 

→家庭・地域と共に学びを創る地域資源を活用した連携・協働する教育活動の推進。 

（５）〔ＴＥＡＭ西当中〕 

→教育者としての使命感と責務を自覚した協働組織による機動的で効率的な学校経営。 

＜教育推進の重点＞ 

『未来づくりのＭｅをひらく、良さと可能性を導く教育』 

（１）自ら学ぶ主体性を導き共に学びを深める授業づくり 

（２）友達や仲間と共に高め合う協働性を培う学級づくり 

（３）より良く生きる公共心と自己有用感を育む教育活動 

研 

究 

主 

題 

 ≪ 研 究 主 題 ≫ 

『 主体的に学習に取り組み、自らの考えを表現できる生徒の育成 』 

～ 単元デザインの工夫と自己調整力の育成を通して ～ 

特 

色 

あ 

る 

教 

育 

活 
動 

（１）小中一貫教育の推進 

①学びをつなぐ（９年間を見通した学びの連続性） 

   ・学習の連続性（育成を目指す資質・能力を共有した教育課程の編成） 

   ・規律の連続性（学習、生活のきまり等、発達段階に応じて） 

②人をつなぐ（児童生徒・教職員の交流） 

   ・児童生徒交流（いじめ撲滅集会：小５～中３） 

   ・小６児童の中学校登校（授業体験、部活動体験、中学校生活体験） 

   ・小６児童のキャリア教育（入学説明会含む） 

（２）とうべつ未来学の推進 

  〇ふるさと教育、国際理解教育、キャリア教育の充実 

学 
 

級 
 

編 
 

制 

 

令和８年５月１日現在  

学年 １年 ２年 ３年 合計 

学級数 １ １ ２  ４  <4> 

男子 9(5) 15(0) 23(2) 47 (7) 

女子 15(0) 12(0) 23(2) 50 (2) 

合計 24(5) 27(0) 46(4)  97 (9) 

※ （ ）～特別支援学級の児童・生徒数で外数とする。 

  ＜ ＞～特別支援学級数で外数とする。 

教 
 
 
 

職 
  
 

員 

令和８年５月１日現在  

 校 長 七 宮 義 通 

 教 頭   川 広 樹 
 教職員数  主幹教諭１名 教諭 14名 養護教諭１名 事務職員１名 非常勤講師 1 名 

 学力向上推進講師２名 特別支援教育支援員３名 事務嘱託員１名 

 学校管理人１名 ＡＬＴ２名 スクールカウンセラー１名 
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 ３ 学校給食 

 

  学校給食の役割 

学校給食は、成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスのとれた豊かな

食事の提供をすることにより、健康の増進や正しい食習慣・食文化についての学び、児童生徒一

人一人が「自分の健康を考え、食事を選ぶ能力」を身につけるなど大切な学びの場です。 
 
 

 

 

  食育の推進 （栄養教諭による授業・指導） 

地場産食材を活用し、伝統食や季節の行事食を提供することにより、子供たちが地域を知り産

業について理解を深め、地域に誇りを持てるような「食育」の展開を進めています。また、栄養

教諭による学年に応じた授業を通して、食に関する知識や意識を学び「食事の重要性」の理解と

関心を深めます。 

  給食費  令和８年４月より無償化 

  国の政策において小学校の学校給食費支援事業が実施されたことにより、町独自で中学校の学

校給食費無償化も実施することで「子育て・教育環境の充実」を図ります。 

  学校給食センターの運営 

① 学校給食センター運営委員会は、教育委員会の諮問機関として１０名の委員で構成され、学

校給食費や給食センターの運営に関わる事項について審議しています。 

≪委員構成≫教職員４名、保護者３名、学識経験者３名 ≪委員任期≫２年 

②調理・配送・配膳業務を株式会社ＮＳＬ道央へ委託（令和８年１月～）≪業務従事者≫２８名 

  施 設 概 要 

区    分 概    要 

名 称 当別町学校給食センター 

所 在 地 石狩郡当別町若葉 2224 番地 

建 設 年 度 平成７年５月着工 

開   設 平成８年１月（平成７年度３学期） 

敷 地 面 積 3,625.00 ㎡（1,096.56 坪） 

建 物 面 積 1,098.12 ㎡（332.18 坪） 

構 造 鉄筋・鉄骨コンクリート造  一部２階建 

調理場区分 共同調理場 

厨 房 方 式 ドライシステム 

調 理 能 力 最大 3,000 食／日 

廃 水 処 理 回転円板方式 

厨 芥 処 理 有機廃棄物処理方式 

建設事業費 830,386 千円 

実 施 状 況 １日最大提供食数835食（令和８年５月現在） 

 

○ 栄養バランスのとれた豊かな学校給食  ○ 望ましい食習慣を形成する学校給食 

○ 人間関係を豊かにする学校給食     ○ 自然の恵みや感謝の心を育てる学校給食 

14



 ４ 保護者支援制度 

 

  就学援助 

    経済的理由によって、就学困難と認められる児童生徒の保護者に対し、その就学に必要な援助

を行う。 

≪内訳（令和８年度支給額）≫                         （単位：円）  

支給費目 小学校 中学校 内  容 

新入学児童生徒

入学準備金 
入学前 64,300 81,000 

入学予定者が入学に必要な通常必要とす

る学用品及び通学用品 

新入学児童生徒

学用品費等 
１年 64,300 81,000 

小学校又は中学校に入学する者が通常必

要とする学用品及び通学用品 

※ 入学前に入学準備金を受給した場合は対象外 

学用品費（学） 

通学用品費（通） 

校外活動費（校） 

１年 （学）11,630 （学）22,730 

各教科及び特別活動の学習に必要とされ

る学用品（実験、実習教材費を含む）、通

学用靴、雨傘等の通学用品に係る経費並び

に校外活動に参加するために必要な交通

費及び見学料 

２年 

（学）11,630 

（通） 2,270 

（校）  実費 

（学）22,730 

（通） 2,270 

（校）  実費 ３年 

４年 

 ５年 

６年 

体育実技用具費 スキー 26,500 38,030 

体育授業の参加に必要な体育実技用具 

（スキー用具） 

小１・４年、中１年のみ 

修学旅行費 実費 実費 

小学校及び中学校で、それぞれ１回参加す

る修学旅行に直接必要な交通費、宿泊費、

見学料などの経費 

生徒会費  実費 生徒会費として負担すべき経費 

ＰＴＡ会費 実費 実費 
ＰＴＡ活動に要する費用として負担すべ

き経費 

卒業アルバム代等 11,000 10,000 

通常制作する卒業アルバム及び卒業記念

写真等の購入費 

小６年、中３年のみ 

医療費 実費 実費 

感染症又は学校病にかかり、学校から治療
の指示を受けたとき、その疾病のための医
療に要する費用 
学校病とは、トラコーマ及び結膜炎、白せ
ん、疥せん及び膿痴疹、中耳炎、慢性鼻腔
炎及びアデノイド、う歯、寄生虫（虫卵保
有を含む）をいう。 
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  特別支援教育就学奨励費 

    小学校及び中学校の特別支援学級に在籍し、就学援助の対象とならない児童生徒の保護者に対

し、経済的負担を軽減するため、就学奨励費を支給する。 
 

  ≪内訳（令和８年度上限額）≫                       （単位：円） 

支給費目 小学校 中学校 

新入学児童生徒 

学用品・通学用品購入費 
１年 28,530 31,500 

学用品・通学用品購入費 5,820 11,370 

体育実技用具費 
小 1～3 年、4～6年、中 1～3 年の 

各期間に1 回まで 
スキー 13,255 19,015 

校外活動等参加費（宿泊を伴う） 1,845 3,105 

校外活動等参加費（宿泊を伴わない） 800 1,155 

通学費 実費又は実費の 1/2 実費又は実費の 1/2 

修学旅行費 10,790 28,860 
 

  特別支援学級等通学援助費 

小学校及び中学校の特別支援学級・通級指導教室に通学する児童生徒の保護者に対し、経済的負

担を軽減するため、通学費の一部を支給する。 
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社 会 教 育 

１ 重 点 目 標         P18 

２ 事 業 

  生涯学習推進事業     P18 

  読書活動推進事業     P19 

  生涯スポーツ推進事業     P20 

３ 学校教育との連携事業         P21 

４ 社会教育施設 

  コミュニティーセンター・文化施設等     P22 

  体 育 施 設     P23 

 



 １ 重点目標 

 

 

 

 ２ 事業 

  生涯学習推進事業 
 

事業名 開催月日 会場 対象 概要 

こ と ぶ き 大 学 
５月～３月 

(全 21 講座) 

白樺コミセン 

 ゆとろ等 

60 歳以上 

の 町 民 

体験活動を重視した趣味の講座

や、健康や生きがいづくりの講

演会、見聞を広める研修視察等

を実施する。 

北 海 道 医療 大学 

連 携 講 座 

７月～１月 

（年６回） 

北海道医療大学 

キャンパス等 
町民 

高等教育機関と連携を図り、大

学の知的財産を活かした学習機

会の提供を進める。 

町民自主企画講座 ４月～３月 白樺コミセン等 町民 
町民自らが企画する講座の支援

を行う。 

当 別 町 文 化 祭 
10 月 31 日 

～11月３日 
西当別コミセン 町民 

多くの町民の自主的・創造的な

発表の機会と、文化に親しむ場

を創出する。 

文 化 公 演 事 業 
①9月 15日 

②9月 24日 
と う べ つ 学 園 町民 

音楽、演劇等の本格的な舞台芸

術に触れる機会の充実を図る。 

歴 史 学 習 講 座 
５月～３月 

(年 11 回) 
白 樺 コ ミ セ ン 町民 

当別町の古文書の解読により、

当別町開拓の歴史を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての子どもを社会と未来につなげる 

～児童生徒一人ひとりに応じた きめ細やかな指導を通して～ 

              ※詳細は、「当別町教育推進計画」参照  
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  読書活動推進事業 
 

事業名 開催月日 会場 対象 概要 

ブックスタート 
10 ヶ月児 

健 診 時 

ゆ と ろ 

西当別コミセン 

10 ヶ月児 

健診を 

受診する 

親 子 

乳幼児期からの絵本の読み聞か

せの大切さや方法の理解を深め

るため、「ブックスタートパッ

ク」を配付する。 

ブックセカンド ７ 月 各 小 学 校 小学１年生 

乳幼児期に育まれた読書への興

味・関心を引き継ぎ、読書習慣

を育て、さらに家族ぐるみで高

めていくことを目的とし、新１

年生の入学のお祝いとして自分

の選んだ本を１冊プレゼントする。 

巡 回 図 書 ５月～１月 

認定こども園 

ゆ と ろ 

各小･中学校 

プレイハウス 

    等 

幼 児 

小学生 

中学生 

子どもの読書活動を充実させる

ため、町図書館の新規購入図書を

認定こども園、ゆとろ、各小中学校、

プレイハウス等へ巡回し貸し出し

を行う。 

図 書 修 繕 
４月～３月 

全 ９ 回 
図 書 館 町民 

ボランティアの協力により、破

損した図書の修繕を行う。 

学校図書館支援活動 
毎週指定 

曜日・時間 
各小･中学校 

小学生 

中学生 

町図書館の司書が学校を訪問

し、読書環境の整備及び選書の

アドバイス等を行う。 

読 書 週 間 

（春）４月１日 

～ 

４月３０日 

 

（秋）10 月１日 

～ 

11 月 30 日 

図 書 館 町民 

おすすめ本の展示会、古本市等

を実施し、読書の楽しさと大切さ

を感じ、読書活動の推進を図る。 

おすすめ本ＰＯＰ 

＆ぬりえコンテスト 

７ 月 ４ 日 

～８月 30 日 

図 書 館 

白樺コミセン 

西当別コミセン 

幼児 

小学生 

中学生 

本のＰＯＰづくりをコンテスト

形式で実施し、図書館への興味

関心を高め、読書活動の推進を

図る。 
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  生涯スポーツ推進事業 
 

事業名 開催月日 会場 対象 概要 

学 校 開 放 事 業 
４ 月 １ 日 

～３月 31 日 

各小･中学校 

体 育 館 

グラウンド 

町 民 

定期的なスポーツ及びレクリ

エーション活動の場として、

各小・中学校の体育館・グラ

ウンドを開放する。 

小中学生のスポーツ 

大会参加事業助成 
４月～３月  

小 学 生 

中 学 生 

町内の児童生徒が全道・全国

スポーツ大会等に参加する

場合、その交通費の助成を行う。 

町民スポーツの日 

４月～３月 

毎月いずれか 

の 日 曜 日 

総合体育館 

西当別コミセン 
町 民 

町民の体力向上及び健康増

進を目的に、アリーナの無料

開放を行う。 

青 少 年 

スポーツの時間 

不 定 期 

土 曜 日 
 

９時～1 2 時 

総合体育館 

西当別コミセン 

町 内 の 

小 ･中 ･ 

高校生と 

その保護者 

青少年の体力向上を図ること

を目的に、アリーナの無料開

放を行う。 
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  ３ 学校教育との連携事業 

 

事業名 開催月日 会場 対象 概要 

土 曜 教 室 

（ 地域 学校 協働 

本 部 事 業 ） 

５月～２月 

( 年 1 0 回 ) 

当別子ども 

プレイハウス 

西当別子ども 

プレイハウス等 

小 学 生 

様々な体験活動や郷土学習、異年

齢交流を通して学習する楽しさを

伝える。 

放 課 後 学 習 会 

（ 地域 学校 協働 

本 部 事 業 ） 

４月～３月 各小･中学校 
小 学 生 

中 学 生 

学習のサポートを行い、基礎学

力や学習習慣の定着を図る。 

イングリッシュ・ 

プ ロ ジ ェ ク ト 

（ 地域 学校 協働 

本 部 事 業 ） 

６月～12 月 

( 全 ７ 回 ) 

白樺コミセン 

西当別コミセン等 

小 学 生 

中 学 生 

高 校 生 

町 民 

様々な国の人と一緒に、楽しく

ゲーム・ダンス・歌・おしゃべ

り等をすることで、異文化の理

解を図る。 

当別町小中高大生 

TOWN ミーティング 
11 月～12 月 白樺コミセン 

町 内 の 

小 ･ 中 ･ 

高校生、 

北海道医

療大学生 

町の課題に向き合うことによ

り社会の一員としての資質と

自覚を高める。 

少年の意見発表会 ２ 月 ６ 日 ゆ と ろ 

町 内 の 

小・中・ 

高 校 生 

日常生活での体験や考えを自

己の言葉で表現することによ

り社会参加意識の形成を図る。

また、大人に対し少年への理解

を深めてもらう機会とする。 

学 校 部 活 動 

地 域 展 開 

推 進 事 業 

４月～３月 町 内 施 設 
小 学 生 

中 学 生 

学校部活動の地域展開に向け

て、地域おこし協力隊制度やス

ポーツ庁実証事業を活用し、地

域クラブ活動の運営体制整備

を進める。 
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 ４ 社会教育施設  

  コミュニティーセンター・文化施設等 

 

 ※ふれスポ with AMB による指定管理［平成 28 年４月１日開始］ 

所 在 地 石狩郡当別町白樺町 2792 番地１ 電話 0133-23-2511 FAX 0133-23-2516 

開館時間 午前９時～午後 10時 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

施設概要 多目的ホール、大研修室、小研修室、調理実習室、和室（３室）、談話室 

 
 
                   ※ふれスポ with AMB による指定管理［令和７年４月１日開始］ 

所 在 地 石狩郡当別町太美町 22番地７ 電話 0133-26-3300 FAX 0133-26-3600 

開館時間 午前９時～午後 10時 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

施設概要 アリーナ、図書館分館、大会議室、和室、研修室、会議室、調理室、更衣室、シャワー室 

 

 

 

所 在 地 石狩郡当別町錦町 1248 番地７ 電話・FAX 0133-23-0573 

開館時間 午前 10 時～午後５時 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

施設概要 図書館、歴史資料室 

 

 

 

所 在 地 当別町学習交流センター内 電話・FAX 0133-23-0573 

開館時間 午前 10 時～午後５時 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

貸出期間 ２週間以内（１人 10 冊まで） 

 
 

 

所 在 地 西当別コミュニティーセンター内 電話 0133-26-3300 FAX 0133-26-3600 

開館時間 午前 10 時 ～ 午後９時（カウンター受付は午後５時まで） 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

貸出期間 ２週間以内（１人 10 冊まで） 

 

 

 

所 在 地 石狩郡当別町園生 57 番地８ 電話 0133-23-2896 

開館時間 午前９時～午後 10時 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末年始（12月 29 日～１月３日） 

施設概要 洋室、集会室、和室 

 

 

 

施設概要 

明治４年、仙台藩一門・岩出山の伊達邦直主従によって開拓の鍬が入れられた当別町
は、今もその歴史を大切に伝えている。伊達邸別館は明治 13 年、名士来村の際の宿泊
や諸会議のための建物。隣接する伊達記念館には、開拓の労苦に感謝し、伊達家主従
ゆかりの品々が展示されている。 

所 在 地 石狩郡当別町元町 105 番地 電話 0133-22-3735 

開館時間 午前 10 時～午後４時 30分 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、冬期間（11 月～４月まで） 

料  金 無料 

白樺コミュニティーセンター 

西当別コミュニティーセンター 

当別町学習交流センター 

当別町図書館“ふくろう図書館” 

当別町図書館西当別分館 

世紀会館 

当別伊達記念館・伊達邸別館 
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  体育施設 

①屋内施設 

施設名 所在地・概要・問合せ先等 

当別町総合体育館 

※ふれスポ with AMB による指定管理 

［平成 28 年４月１日開始］ 

所 在 地：石狩郡当別町白樺町 2792 番地 

施設概要：アリーナ、ランニングコース、トレーニングルーム、 

弓道場、格技室、更衣室、シャワー室 

開館時間：午前９時～午後９時 30分 

休 館 日：月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、 

年末年始（12月 29 日～１月３日） 

問合せ先：0133-22-3833 

 ②屋外施設 

施設名 所在地・概要・問合せ先等 

若葉球場 

所 在 地：石狩郡当別町字上当別 2475 番地６ 

施設概要：バックネット、フェンス、スコアボード、 

ダッグアウト、土盛スタンド 

開設期間：５月～10 月 問合せ先：当別町総合体育館 

阿蘇公園少年野球場 

所 在 地：石狩郡当別町元町 1119 番地１ 

施設概要：フェンス、ベンチ 

開設期間：５月～10 月 問合せ先：当別町総合体育館 

相撲場 

所 在 地：石狩郡当別町元町 1119 番地３（阿蘇公園内） 

施設概要：土俵１面（屋根付き）、観覧席 

開設期間：５月～10 月  問合せ先：当別町総合体育館 

栄公園テニスコート 

所 在 地：石狩郡当別町栄町 1119 番地７ 

施設概要：全天候型コート２面 

開設期間：５月～10 月  問合せ先：当別町総合体育館 

とうべつ学園水泳プール 

※ふれスポ with AMB による指定管理 

［平成２８年４月１日開始］ 

所 在 地：石狩郡当別町元町 102 番地 

施設概要：25ｍ×６コース、幼児・低学年用プール、 

シャワー、ロッカー、採暖室 

開設期間：６月～９月（月曜日、８/15・16 は休館） 

利用時間：10時～12 時、13 時～20時 

問合せ先：0133-22-0787 または当別町総合体育館 

フラワーパークゴルフ場 

所 在 地：石狩郡当別町樺戸町 他（当別川河川緑地） 

施設概要：全 18 ホール 

開設期間：５月～10 月（火曜日は整備のため利用不可） 

問合せ先：当別町総合体育館 

あいあい公園少年野球場 

所 在 地：石狩郡当別町太美町 1457 番地 1 

施設概要：バックネット、フェンス、ベンチ 

開設期間：５月～10 月  問合せ先：西当別コミュニティーセンター 

あいあい公園パークゴルフ場 

所 在 地：石狩郡当別町太美町 1457 番地 1 

施設概要：全 18 ホール 

開設期間：５月～10 月（月曜日は整備のため利用不可） 

問合せ先：西当別コミュニティーセンター 

遊遊公園テニスコート 

所 在 地：石狩郡当別町当別太 2095 番地１ 他 

施設概要：オムニコート２面 

開設期間：５月～10 月  問合せ先：西当別コミュニティーセンター 
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教 育 委 員 会 

１ 教 育 委 員 会           

  教育長及び教育委員      P25 

  令和８年度活動予定      P26 



 １ 教育委員会 

 

   教育長及び教育委員 

【 教育長 】                          令和８年５月１日現在 

職  名 氏  名 就 任 年 月 日 

教 育 長 三 澤 吏佐子 令和 ７年１０月 １日就任［２期］ 

 

【 教育委員 】                         令和７年５月１日現在 

職  名 氏  名 就 任 年 月 日 

委 員 

(教育長職務代理者) 
武 岡 和 廣 平成２２年１０月 １日就任［４期］ 

委 員 小 林 泰 雄 平成２４年１０月 １日就任［４期］ 

委 員 大 畑 理 恵 令和 ５年１２月１５日就任［１期］ 

委 員 瀬 戸 郁 裕 令和 ７年１１月 １日就任［１期］ 

 

【 歴代 教育長 】 

歴 代 氏  名 就  任  期  間 

 初 代 

 ２ 代 

 ３ 代 

 ４ 代 

 ５ 代 

 ６ 代 

 ７ 代 

 ８ 代 

 ９ 代 

 １０代 

 

１１代 

 

山 田   勇 

髙 橋 鋼三郎 

久 永 善 治 

高 砂 正 清 

佐 藤 晴 之 

有 澤 槇 雄 

藤 中 彰 二 

髙 橋   義 

山 内 秀 治 

本 庄 幸 賢 

 

三 澤 吏佐子 

 

昭和２７年１１月 １日 ～ 昭和２８年 １月 ７日 

昭和２８年 １月 ８日 ～ 昭和３２年 ２月１４日 

昭和３２年 ２月１７日 ～ 昭和３８年 ３月３１日 

昭和３８年 ４月 １日 ～ 昭和５１年 ６月１０日 

昭和５１年 ６月２１日 ～ 昭和６１年 ８月 ５日 

昭和６１年 ８月１３日 ～ 平成 ９年 ８月２２日 

平成 ９年 ８月２５日 ～ 平成１３年 ９月３０日 

平成１３年１０月 １日 ～ 平成２１年 ９月３０日 

平成２１年１０月 １日 ～ 平成２５年 ９月３０日 

平成２５年１０月 １日 ～ 平成２８年 ９月３０日 

平成２８年１０月 １日 ～ 令和 ４年 ９月３０日 

令和 ４年１０月 １日 ～ 令和 ７年 ９月３０日 

令和 ７年１０月 １日 ～ 現在 
 

※平成２８年１０月１日より新教育委員会制度に移行。 
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  令和８年度活動予定 

活  動  名 活  動  日 場 所 備   考 

令和８年 第５回定例会 令和 ８年 ４月２２日 役場会議室  

  第６回定例会 令和 ８年 ５月２７日 役場会議室  

  第７回定例会 令和 ８年  ６月２４日 役場会議室  

北海道市町村教育委員会研修会 令和 ８年 ７月１６日 札幌市  

     第８回定例会 令和 ８年  ７月２２日 役場会議室  

     第９回定例会 令和 ８年 ８月２６日 役場会議室  

第１０回定例会 令和 ８年  ９月３０日 役場会議室  

    第１１回定例会 令和 ８年１０月２１日 役場会議室  

石狩管内教育委員会委員研修会 令和 ８年１０月  日 千歳市 開催日未定 

    第１２回定例会 令和 ８年１１月２５日 役場会議室  

    第１３回定例会 令和 ８年１２月１６日 役場会議室  

令和９年 第１回定例会 令和 ９年 １月１３日 役場会議室  

     第２回臨時会 令和 ９年 ２月１８日 役場会議室  

第３回定例会 令和 ９年 ２月２６日 役場会議室  

第４回定例会 令和 ９年 ３月２４日 役場会議室  

  

 ＊ このほか、必要に応じて教育委員会臨時会及び研修会を実施します。 
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資   料 

１ 教育委員会組織図及び各課の分掌事務      P28 

２ 教育委員会事務局 職員一覧      P29 

３ 教 育 委 員 会 の 附属機 関 等      P30 

４ 教 育 関 係 各 種 団 体      P35 

５ 指 定 文 化 財 一 覧      P37        

６ 教 育 の 沿 革      P38               

７ 統 計 デ ー タ        P44  

  小中学校施設の概況         

  児童生徒数の推移                  

  各学校統合年の一覧         

  就学援助の状況       

  特別支援教育就学奨励費の状況   

  特別支援学級等通学援助費の状況 

  社会教育施設利用状況 



   １  教育委員会組織図及び各課の分掌事務

　 　
　 　

　 　

　 　 　

　
　

　
　 　 　
　
　

　
　

【学校教育課】

・ 教育委員会に関すること

・ 事務局及び教育機関並びに附属機関の職員の人事に関すること

・ 学校教育の推進に関すること

・ 学校教育財産の管理に関すること

・ その他教育委員会の権限に属する事務で他課に属さない事務に関すること

【社会教育課】

・ 社会教育の計画及び推進に関すること

・ 社会教育施設に関すること

・ 文化財の保護に関すること

・ 社会教育に関する調査、研究及び資料の整備に関すること

・ 社会教育関係団体及び指導者の育成に関すること

・ 青少年健全育成及び対策に関すること

・ スポーツの振興に関すること

・ その他社会教育の指導及び事務に関すること

　

教
　
育
　
長

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
事
務
局

給 食 セ ン タ ー 係

社 会 教 育 課 社　会　教　育　係

総 務 係

学 校 教 育 課
学 校 教 育 係

教 育 企 画 係
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   ２  教育委員会事務局　職員一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図書館情報専門員（会）　

伊 達 記 念 館 事務嘱託員（会） 　　　 

合計　63名

注：職名（会）～会計年度任用職員

当 別 町 図 書 館 図書館司書（会）　　　

図書館情報専門員（会）　

当別町図書館西当別分館 図書館司書（会）　　　　

　　主幹　 少 年 指 導 セ ン タ ー

学 習 交 流 セ ン タ ー 歴史研究専門員（会）　　

　　　　　　　　　　主任　　　　　　　　主事　　　　　　

課長　 社会教育指導員（会）　　

社会教育指導員（会）　　
（学習交流センター館長）

社会教育指導員（会）　
（当別町図書館館長）

地域スポーツ活動推進員（会）　

給 食 セ ン タ ー 係 係長（　　　　）　　主事　　　　　　

栄養士 (会)　

社 会 教 育 課

社 会 教 育 係 係長（　　　　　）　主任　　　　　　　　主事　　　　　　

　つなぐっとルーム 指導員（会）　

指導員（会）　

　　給食センター長 教 育 企 画 係 係長（　　　　　) 　

主査（（兼）　　　　　）

スクールカウンセラー（会）　 （西当別小学校・西当別中学校）

教 育 支 援 セ ン タ ー

　レインボールーム 指導員（会）　

指導員（会）　

英会話指導助手（会）　 （全校）

スクールカウンセラー（会）　 （とうべつ学園）

特別支援教育支援員（会）　

特別支援教育支援員（会）　

事務嘱託員(会) 　　　　　 

学校管理人(会) 　　　　　

英会話指導助手（会）　 （全校）

事務嘱託員（会） 　　　　 

学校管理人（会） 　　　　

西 当 別 中 学 校 学力向上推進講師(会)　　　　　　　　（西当別小学校兼任）

特別支援教育支援員（会）　

　
教
育
長
　
　
三
澤
　
吏
佐
子

　
教
育
部
長

西 当 別 小 学 校 学力向上推進講師（会）　　　　　　　（西当別中学校兼任）

特別支援学級介助員（会）　

特別支援教育支援員（会）  

特別支援教育支援員（会）　

校内教育支援センター支援員（会）  

事務嘱託員（会）　　　 　

学校管理人（会） 　　　　

　　主幹　 とうべつ学園（後期課程） 学力向上推進講師（会）　　

特別支援教育支援員（会）  

特別支援学級介助員（会）　

特別支援教育支援員（会）　

外国人児童生徒支援員（会）

参事　 外国人児童生徒支援員（会）

事務嘱託員（会）　　　　 
( 学校教育指導主事)

学校管理人（会） 　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主事　

心のコーディネーター（会）　

課長　
とうべつ学園（前期課程） 学力向上推進講師（会）　　

( 安 全 運 転 管 理 者 )

（令和８年５月１日現在）　　

総 務 係 係長　　　　　　　　主任　

学　校　教　育　課 学 校 教 育 係 係長　　　　　　　　主任　　　　　　　　主事　
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 ３ 教育委員会の附属機関等        

各委員：令和８年５月２７日現在 

  当別町教育支援委員会（附属機関）    

教育支援委員会委員  

氏 名 選任区分 所 属 

前 田 史 郎 第１号委員 医師 とうべつ内科クリニック 

桂 川   淳 第２号委員 学識経験者 当別町立とうべつ学園 

七 宮 義 通 第３号委員 特別支援学級設置校校長 当別町立西当別中学校 

鈴 木 明 子 第４号委員 特別支援教育担当教諭 当別町立とうべつ学園 

髙 橋 なつみ 第４号委員 特別支援教育担当教諭 当別町立とうべつ学園 

山 本 拓 哉 第４号委員 特別支援教育担当教諭 当別町立西当別小学校 

畠 山   謙 第４号委員 特別支援教育担当教諭 当別町立西当別小学校 

内 藤 雪 絵 第４号委員 特別支援教育担当教諭 当別町立とうべつ学園 

小 柳 華奈子 第４号委員 特別支援教育担当教諭 当別町立西当別中学校 

石 谷 優 樹 第４号委員 特別支援教育担当教諭 北海道拓北養護学校 

荒   厚 子 第５号委員 児童福祉関係職員 当別町福祉部保健福祉課 

吉 田 友 恵 第５号委員 児童福祉関係職員 認定こども園おとぎのくに 

砂 田 敦 子 第５号委員 児童福祉関係職員 認定こども園当別夢の国幼稚園 

五十嵐 友 美 第５号委員 児童福祉関係職員 当別町子ども発達支援センター 

教育支援委員会専門委員  

鈴 木 明 子 特別支援教育担当教諭 当別町立とうべつ学園 

髙 橋 なつみ 特別支援教育担当教諭 当別町立とうべつ学園 

山 本 拓 哉 特別支援教育担当教諭 当別町立西当別小学校 

畠 山   謙 特別支援教育担当教諭 当別町立西当別小学校 

内 藤 雪 絵 特別支援教育担当教諭 当別町立とうべつ学園 

小 柳 華奈子 特別支援教育担当教諭 当別町立西当別中学校 

五十嵐 友 美 児童福祉関係職員 当別町子ども発達支援センター 

［任期］令和７年５月１日～令和９年４月 30 日 

     

  当別町特別支援教育推進サポート組織 

特別支援教育巡回相談チーム委員  

氏 名 選任区分 所 属 

永 井 康 義 特別支援学校教職員 北海道拓北養護学校 

髙 橋 なつみ 特別支援学級設置校教職員 当別町立とうべつ学園 

畠 山   謙 特別支援学級設置校教職員 当別町立西当別小学校 
 

特別支援教育専門家委員  

氏 名 選任区分 所 属 

西     基 第１号委員 
精神科、神経科、 

小児科等の医師 
北海道医療大学 

坂 口 拓 実 第２号委員 臨床心理士 当別町スクールカウンセラー 

齊 藤 真 善 第３号委員 有識者及び専門機関の委員 北海道教育大学教育学部札幌校 

［任期］令和７年５月１日～令和９年４月 30 日 
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  当別町いじめ問題調査委員会（附属機関） 

氏 名 分 野 職能区分 所  属 

山 谷 敬三郎 教 育 生涯学習 北翔大学 

縄 野   歩 法 律 弁護士 札幌弁護士会 

濱 本   琢 医 療 精神科医 江別すずらん病院 

佐 藤 祐 基 心 理 臨床心理士 北星学園大学 社会福祉学部心理学科 

福 間 麻 紀 福 祉 社会福祉士 北海道医療大学 看護福祉学部臨床福祉学科 

［任期］令和８年５月１日～令和 10 年４月 30 日 

 

  当別町立学校医・学校歯科医・学校薬剤師 

学校医（内科医・耳鼻科医・眼科医） 

学校名 内 科 医 耳 鼻 科 医 眼 科 医 

とうべつ学園 

（前期課程） 

１～３年 前 田 史 郎 
光 澤 博 昭 小 栗   涼 

４～６年 古明地 克 英 

西当別小学校 全 学 年 藤 田 朋 紀 東 山 佳 澄 秋 元 俐 那 

とうべつ学園 

（後期課程） 
全 学 年 澤 崎 兵 庫 光 澤 博 昭 小 栗   涼 

西当別中学校 全 学 年 三 宅 のえる 東 山 佳 澄 秋 元 俐 那 
 

学校歯科医・学校薬剤師 

学校名 歯 科 医 薬 剤 師 

とうべつ学園 

（前期課程） 

１～４年 倉 重 圭 史 

片 岡 芳 仁 ５ 年 田 西 和 伸 

６ 年 黒 澤 遠 奈 

西当別小学校 
１～２年 相 良 昌 宏 

田 西 幸 江 
３～６年 三 浦 宏 子 

とうべつ学園 

（後期課程） 
全 学 年 飯 嶋 雅 弘 片 岡 芳 仁 

西当別中学校 
１～２年 秀   誠 司 

田 西 幸 江 
３ 年 相 良 昌 宏 

［任期］令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

 

  当別町学校給食センター運営委員会（附属機関） 

職 名 氏 名 選任区分 

委 員 長 七 宮 義 通 教職員 

副委員長 星 野 麻 耶 教職員 

委   員 辻 川 千 春 教職員 

委   員 中 川 雄 二 教職員 

委   員 原 田 亜由子 保護者 

委   員 和 島 朋 広 保護者 

委   員 寺 田 千恵美 保護者 

委   員 田 西 幸 江 学識経験者 

委   員 舘 柳 律 子 学識経験者 

委   員 大 塚 裕 子 学識経験者 

［任期］令和７年１２月２２日～令和９年１２月２１日 
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  当別町学校運営協議会（附属機関） 

氏 名 区 分 備 考 

 【 当 別 地 区 】 

松 岡 宏 尚 第１号委員 地域住民 委員長 

長谷部 直 樹 第１号委員 地域住民 副委員長 

難 波 雅 美 第１号委員 地域住民  

津 崎 弘 樹 第１号委員 地域住民  

山 田 直 也 第１号委員 地域住民  

大 石 和 彦 第１号委員 地域住民  

鰐 渕 真太郎 第２号委員 保護者 とうべつ学園ＰＴＡ 

後 藤 尚 範 第２号委員 保護者 とうべつ学園ＰＴＡ 

小 松 芳 幸 第３号委員 地域学校協働活動推進員 社会教育指導員 

米 陀 和 成 第４号委員 その他必要と認めるもの 郵便局長 

 【 西 当 別 地 区 】 

山 田 佳 秀 第１号委員 地域住民 委員長 

佐々木 健 児 第１号委員 地域住民 副委員長 

大 坪 圭 子 第１号委員 地域住民  

小 貫 幸 恵 第１号委員 地域住民  

曽 川 昭 治 第１号委員 地域住民  

佐々木 彦 治 第１号委員 地域住民  

柳 田   隆 第１号委員 地域住民  

吉 野 裕 宜 第１号委員 地域住民  

石 田 秀 人 第１号委員 地域住民  

中 田 綾 子 第１号委員 地域住民  

和 島 朋 広 第２号委員 保護者 西当別小学校ＰＴＡ 

宮 本 隆 幸 第２号委員 保護者 西当別中学校ＰＴＡ 

近 藤 弘 隆 第３号委員 地域学校協働活動推進員 社会教育指導員 

［任期］令和７年５月１日～令和９年４月 30 日 
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  当別町文化財調査審議会（附属機関） 

職 名 氏 名 選任区分 

会  長 鎌 田   望 学識経験者 

副会長 梅 枝 正 春 学識経験者 

委  員 倉 田   守 学識経験者 

委  員 渡 部 泰 夫 学識経験者 

委  員 大 口 弘 美 学識経験者 

［任期］令和７年 12 月 20 日～令和９年 12月 19 日 

  当別町社会教育委員会（附属機関） 

職 名 氏 名 選任区分 

委員長 浜 上 尚 也 学識経験者 

副委員長 木 村 大 輔 学校教育関係者 

委  員 近 藤 留 美 社会教育関係者 

委  員 曽 川 昭 治 社会教育関係者 

委  員 伊 藤 美穂子 社会教育関係者 

委  員 小 竹 泰 斗 社会教育関係者 

委  員 佐 藤 太一郎 家庭教育活動者 

委  員 後 藤 尚 範 家庭教育活動者 

委  員 川 合 秋 夫 学識経験者 

［任期］令和７年４月 24日～令和９年４月 23 日 

  当別町地域学校協働本部運営委員会 

職 名 氏 名 選任区分 

委員長 浜 上 尚 也 学識経験者 

副委員長 木 村 大 輔 学校教育関係者 

委  員 近 藤 留 美 社会教育関係者 

委  員 曽 川 昭 治 社会教育関係者 

委  員 伊 藤 美穂子 社会教育関係者 

委  員 小 竹 泰 斗 社会教育関係者 

委  員 佐 藤 太一郎 家庭教育活動者 

委  員 後 藤 尚 範 家庭教育活動者 

委  員 川 合 秋 夫 学識経験者 

［任期］令和８年４月 24日～令和９年４月 23 日 

  当別町子ども読書活動推進委員会 

職 名 氏 名 所 属 

委  員 木 村 大 輔 学識経験者 

委  員 瀬 能 実 紀 当別町福祉部子ども未来課 

委  員 寺 田 美由紀 認定こども園おとぎのくに 

委  員 加 藤 裕 弓 認定こども園当別夢の国幼稚園 

委  員 山 田 昌 彦 とうべつ学園 

委  員 松 山 郁 恵 西当別小学校 

委  員 小 柳 華奈子 西当別中学校 

委 員 髙 橋 侑 己 当別町教育委員会学校教育課 

委  員 富士本 亜希子 とうべつ学園よみきかせ隊 

［任期］令和７年６月２日～令和９年５月 31 日 
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  当別町スポーツ推進委員（附属機関） 

職  名 氏  名 分担事項 

委員長 浜 上 尚 也 スキー、サイクリング 

副委員長 伊 藤 美穂子 水泳、テニス、水泳指導者 

委  員 野 口 和 之 ゴルフ、パークゴルフ 

委  員 石 澤 ひとみ 陸上、ミニバレー、ドッジボール 

委  員 中 多 美 幸 ミニバレー 

委  員 栄 木 龍 也 サッカー、軽スポ－ツ 

委  員 菅 野 敬 正 陸上、トライアスロン 

委  員 須 藤   豪 サッカー 

委  員 武 田 雅 子 バドミントン、陸上 

委  員 新 井 和 也 サッカー、スキー 

委  員 池 田 友 洋 ボッチャ、フライングディスク 

委  員 瀬 戸 綾 乃 バスケットボール、ソフトボール 

委 員 阿 部 奈 々 カーリング 

委 員 森 田 利 幸 卓球 

委 員 中川原 千 晴 水泳、ミニバレー 

［任期］令和８年５月１日～令和 10 年４月 30 日 
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 ４ 教育関係各種団体 

   当別町文化協会 加盟団体                  令和８年５月１日現在 

区 分 団 体 名 

民謡 當香会 民謡の部 

詩吟 日本詩吟学院岳風会 太美道場 

琴 大正琴さくら 琴の会 

舞踊 西川流 日本舞踊教室 延菊会 

 正派菊乃流 菊の会 当別 

演劇 当別の小さな劇場 

洋舞 フラメンコ・ミ・アイレ 

 子どもの為のジャズダンスサークル ＳＫＩＰ 

 ダンスグループＤＤＤ 

 アロハフラ－ズ 

 花舞 

 ハーラウ・フラ・オ・モハラプア・マイレ 

音楽 当別町カラオケ連合会 

 太美カラオケ愛好会 

 東裏カラオケ愛好会 

 當香会 カラオケの部 

 レディース・ハ－モニ－ 

 当別混声合唱団 パストラルクワイヤ 

 音遊工房ふとみボーカル・グループ 

 バンド「ふとみ愉快な仲間たち」 

 エーデルワイス 

 オカリナサークルふくふく 

郷土芸能 当別音頭を守る会 

 とべのすけ すずめ踊り隊 

茶華道 当別華道連盟 

 当別裏千家茶道同好会 

 西当別茶道教室 

書道絵画 西当書道会 

 太美書道教室 

生活文化 当別写真同好会 

 スエタ手芸教室 

 ぽかゆるたいむ 

 太美ヨガサークル 

 日本棋院当別支部 

 パッチワークオンリーワン 

     いきいき健美操 

文芸 当別短歌会 

合計 37 団体 
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   当別町スポーツ協会 加盟団体               令和８年５月１日現在 

協会・連盟名 

陸上競技協会 スキー連盟 

軟式野球連盟 サッカー連盟 

バレーボール協会 相撲国技会 

弓道連盟 卓球協会 

テニス協会 バスケットボール協会 

バウンドテニス協会 剣道連盟 

ミニバレー協会 柔道連盟 

パークゴルフ協会  

合計 15 団体 

 

   当別町子ども会育成連合会 加盟団体            令和８年５月１日現在 

地区名 

白樺町 

北栄町 

アウル 

西町 

元町 

緑町 

春日町 

太美北 

太美南 

当別太ビトエ川下 

虹の子 

スウェーデンヒルズ 

スターライト 

合計 13 地区 
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 ５ 指定文化財一覧 

                           令和８年５月１日現在 

指 定 

番 号 
品   名 種  別 

指 定 ・登 録 

年月日 
所 在 場 所 摘   要 

１ 
伊 達 綱 宗 画 筆 

三 幅 対 
有形文化財 Ｓ50.７.５ 

元町 

伊達美知子氏 

が所有 

伊達綱宗（寛永17（1640）年生～正

徳元（1711）年没）が、66才の時（宝

永２（1705）年）画いたもので伊達

正人が明治25（1892）年三位男爵を

賜りし折仙台伊達家本藩より御肴

料１万足１折と共に拝領いたした

もの。 

左･･･柏雉子  中･･･太公望 

右･･･芦鴛鴦 

【縦 214ｃｍ  横 60.5ｃｍ】 

２ 打 掛 （ 紫 色 ） 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別伊達記念館 

宝永年間の初め（1704年～1707年）冷泉

中納言為清女伊達家３代村泰公へ

御入嫁の際お持ちしたもの。 

３ 振 袖 （ 赤 色 ） 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別伊達記念館 

享保年間（1716年～1725年推定）冷泉

家中納言為綱女伊達家４代村緝公へ

御入嫁の際お持ちしたもの。 

４ 打 掛 （ 白 色 ） 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別伊達記念館 
同 上 

５ 
長 は か ま 

及 び 着 物 
有形文化財 Ｓ50.７.５ 

元町 

当別伊達記念館 

伊達家５代村緝公（宝永４（1707）

年生～寛永元（1748）年没）が着用

したもの。 

（長ばかまは近衛家より拝領品） 

６ 
のしめ（室内着） 

及 び 帯 
有形文化財 Ｓ50.７.５ 

元町 

当別伊達記念館 

伊達家９代義監公（文化６（1809）

年生～）が着用したもの。 

７ 陣 羽 織 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別伊達記念館 

伊達家10代邦直公（天保５（1834）

年生～明治24（1891）年没）が着用

したもの。 

８ 火 事 装 束 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別伊達記念館 
同 上 

９ 
子 供 用 綿 入 れ 

（ ２ 組 ） 
有形文化財 Ｓ50.７.５ 

元町 

当別伊達記念館 

伊達家11代基理公（文久２（1862）年

生～）が着用したもの。 

（慶応、明治初期1825～1872年） 

１０ 子 供 用 単 衣 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別伊達記念館 
同 上 

１１ 当 別 開 拓 の 図 有形文化財 Ｓ50.７.５ 
元町 

当別神社 

伊達邦直公一行が当別の開拓を行っ

ている状況を画いたもの。 

（岩出山出身 正蘭氏筆） 

【縦 68ｃｍ 横 110.5ｃｍ】 

１２ 伊 達 邸 別 館 有形文化財 Ｓ51.11.11 元町 明治13年建築 木造二階建89.16㎡ 

１３ 当 別 音 頭 無形文化財 Ｈ25.３.27 
当別音頭を 

守る会が所有 

当別音頭は、昭和45（1970）年、当

別町開基100年を記念してつくられた

踊りで、その歌詞は当別の情景

と輝く未来に向けての希望を歌っ

ている。 

１４ 
トウベツアカマツ 

セ イ ウ チ 化 石 
有形文化財 Ｒ４.２.16 

札幌市 

北海道大学総合

博物館 

絶滅した初期のセイウチ科の化石

で、時代は中新世後期で約1,000～

950万年前。昭和52（1977）年に当

別川流域で発見された。この時代の

セイウチ科の化石は記録が少なく、

セイウチ科の進化の空白を埋める貴

重な標本である。 
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年  号 で  き  ご  と

明治５年 ・旧仙台岩出山藩主伊達邦直公が家臣とともに当別の地に移住

・邑則により鮎田如牛が私塾を開設（当別小学校の前身）

６年 ・鮎田如牛塾が当別教育所となる（鮎田如牛を教師に任じる）

12年 ・下川通に校舎を建築し当別教育所を当別学校と改称（1棟35坪2階建・児童数60名）

13年 ・小学校教則改正に伴い当別小学校と改正

19年 ・当別小学校が当別簡易小学校に名称変更

24年 ・学務委員を１名任命（現在の教育委員に相当）（明治33年には５人制、35年には議会より
　５人、公民権を持つ者から３人、教員より２人の10人制となる）

25年 ・弁華別小学校が後の当別尋常小学校の分教場として創立
26年 　当別簡易小学校を当別尋常小学校と改称、修業年限4年制となる
29年 ・太美小学校が当別尋常小学校第三分教場として創立

・当別尋常小学校に修業年限2年の高等科を併置し当別尋常高等小学校とする（明治31年には高
　等科を3年に、32年には4年に変更）

32年 ・金沢小学校が当別尋常高等小学校第三分教場として創立
33年 ・中小屋小学校が当別尋常高等小学校第四分教場として創立

・獅子内小学校が当別尋常高等小学校第五分教場として創立
34年 ・青山小学校が青山簡易教育所として創立

・青山中央小学校が青山奥簡易教育所として創立
・当別高岡小学校が当別尋常高等小学校第六分教場として創立

35年 ・戸長役場制から二級町村制へ移行
・東裏小学校が東裏簡易教育所として創立

37年 ・川下小学校が当別尋常高等小学校出張所として創立
38年 ・弁華別小学校に農業補習学校（実業補習学校）を併置（14歳以上の実業に従事している青年を

　対象に開設された後の青年学校、夜間学校）
39年 ・当別尋常高等小学校の新校舎が現在の元町102番地に落成、移転

・太美小学校に農業補習学校（実業補習学校）を併置
40年 ・二級町村から一級町村へ昇格

・小学校令改正に伴い尋常科は義務制で６年、高等科は２年制となる（明治42年には高等科は３
　年制に変更）
・青山小学校と青山中央小学校に農業補習学校（実業補習学校）を併置

41年 ・二股小学校が二股教育所として創立
42年 ・三番川小学校が当別第三尋常小学校（青山中央小学校）三番川特別教授場として創立

・四番川小学校が当別第三尋常小学校（青山中央小学校）四番川特別教授場として創立
43年 ・当別小学校が北海道での優良校として表彰を受ける
44年 ・蕨岱小学校が当別尋常高等小学校蕨岱特別教授場として創立
45年 ・全町の児童数1,920人、教員数45人

大正４年 ・材木沢小学校が当別尋常高等小学校材木沢分校として創立
７年 ・当別尋常高等小学校他５校に実業補習学校（農業補習学校）を併設
８年 ・実業補習学校（農業補習学校）を３校増設し13校とする
９年 ・当別小学校改築工事完成（工事費13万円・建物面積3,762㎡、普通教室24、特別教室６（裁縫

　作法室、音楽室、理科室、標本器具室など）、暖房はペチカ方式を採用）
14年 ・三番川小学校を四番川小学校に併合し一時閉校とする

昭和９年 ・札沼線当別―札幌間開通
10年 ・青年学校令が公布され四番川小学校を除く各小学校に併設される（実業補習学校と青年訓練所

　を統合）
16年 ・小学校が国民学校と改められる（１学級あたりの児童数が増え初等科60人以下、高等科50人以

　下となり、昭和19年にはそれぞれ75人、65人まで認められるようになる）
21年 ・社会教育委員として10名が北海道庁長官から委嘱される（昭和24年社会教育法制定により解

　任、25年より当別町教育委員会から委嘱）
・体育指導委員として7名が北海道庁長官から委嘱される（昭和36年よりスポーツ振興法が施行
　され当別町教育委員会から委嘱）

22年 ・当別村から当別町へ昇格（町制施行）
・学制改革により６・３・３制に移行し国民学校を小学校と改称、青年学校は廃止される
・四番川小学校が全焼、新校舎落成
・当別中学校が当別小学校に併置され創立
・弁華別中学校が弁華別小学校に併置され創立
・青山中央中学校が弁華別中学校青山中央分校として青山中央小学校に併置され創立

  ６ 教育の沿革
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年  号 で  き  ご  と

昭和22年 ・中小屋中学校が当別中学校中小屋分校として中小屋小学校に併置され創立
・西当別中学校が獅子内小学校に併置され創立
・四番川中学校が弁華別中学校四番川仮分校として四番川小学校に併置され創立
・当別町体育連盟が組織される（昭和34年に体育協会に改組）

24年 ・第１回当別町成人式挙行
・当別高校が道立江別高校定時制当別分校として創立

25年 ・当別高岡中学校が西当別中学校高岡分校として当別高岡小学校に併置され創立
26年 ・獅子内小学校全焼

・太美小学校と獅子内小学校を統合し西当別小学校を創立
・三番川小学校が四番川小学校分教室として再発足

27年 ・当別町教育委員会発足（公選により４人、町議会から１人の計５人が任命され、互選に
  より山田茂氏が初代委員長、杉本初雄氏が副委員長に決定）

28年 ・二股中学校が青山中学校二股分校として二股小学校に併置され創立
・三番川中学校が弁華別中学校四番川分校三番川分室として三番川小学校に併置され創立

31年 ・法改正により教育委員の公選制を廃止し町理事者推薦制となる
・当別町教育目標を設定し公表

35年 ・材木沢小学校を当別小学校材木沢分校に移行
37年 ・材木沢分校校舎が風雪害により倒壊、翌年、新校舎落成（現：上当別会館）
38年 ・当別町公民館が当別町体育館として完成（工事費3,855万円・建物面積1,322㎡・体育室、個別

　訓練室、柔道室、剣道室）
39年 ・町立当別高等学校（昭和36年発足・全日制、定時制併置）が道へ移管され道立となる

・当別小学校に特殊学級「いなほ学級」を設置（１学級・児童10名・教員２名）
・当別町青少年問題協議会発足
・当別町相撲場完成（面積64㎡・屋根付き）

40年 ・当別町立幼稚園が当別小学校に併置され創立
・材木沢分校を閉校し当別小学校に統合
・当別町体育総合道場完成（工事費280万円・建物面積201.5㎡・柔道、剣道、重量挙、弓道の道
　場として活用）

41年 ・当別中学校に特殊学級「ときわ学級」を設置（1学級）
・当別町学校水泳プール完成（工事費751万円・規模：児童生徒用25ｍ×15ｍ×1.2ｍ、幼児用10
　ｍ×10ｍ×0.6ｍ）

42年 ・四番川中学校を閉校し青山中央中学校に統合
・伴静江奨学金運営委員会発足
・当別町中学校発足20周年記念式典挙行

43年 ・青山小学校が教育大学札幌分校の協力校として委嘱を受ける（47年までの４年間）
・当別高岡中学校を閉校し西当別中学校に統合

44年 ・当別中学校を現在の下川町125番地に移築（工事費20,500万円・建物面積5116.61㎡）
・当別小学校屋内体育館改築（工事費2,293万円・建物面積912㎡）

45年 ・開基100年記念祝典及び記念諸行事開催
・当別町開拓郷土館完成（工事費1,417万円・建物面積337.48㎡）
・当別町公民館世紀分館完成（工事費410万円・建物面積165㎡・会議室、和室３室）
・当別町青少年会館完成（工事費1,474万円・建物面積448㎡・体育室、集会室、和室、厨房兼
  実習室等）
・当別町栄公園テニスコート完成（２面・面積1,330㎡）

46年 ・三番川小中学校を閉校し青山中央小中学校に統合
・当別町弓道場完成（面積224㎡・射的場）
・当別町西当別プール完成（工事費1,537万円・規模：競泳25ｍ×10ｍ×1.2ｍ、低学年用10ｍ×
　５ｍ×0.7ｍ、児童用５ｍ×５ｍ×0.4ｍ）
・当別小学校校舎改築（46年１期工事、47年２期工事・総工事費26,000万円・建物面積4,857㎡）

47年 ・当別幼稚園園舎新築（工事費2,385万円・建物面積580㎡）
・当別町中小屋スキー場完成（工事費434万円・総面積11,719㎡）

48年 ・四番川小学校を閉校し青山中央小学校に統合
49年 ・中小屋スキー場にジャンプ台設置（工事費140万円・総面積2,400㎡・25ｍ級ジャンプ台）

・当別町青山中央プール完成（工事費1,855万円・規模：25ｍ×10ｍ・上屋付）
50年 ・青山小学校を閉校し弁華別小学校に統合

・二股小中学校を廃止し青山中央小中学校に統合
・当別町立幼稚園を「当別幼稚園」と「鉄北幼稚園」に分離新設（工事費5,325万円・建物面積
　612㎡・４月から完成までの間は旧青山小学校校舎を利用）
・東日本学園大学が当別町金沢に薬学部を開設（53年歯学部及び附属病院開設、59年歯科衛生士
　専門学校開設、60年教養部を音別町から移転、平成５年看護福祉学部開設、６年校名を北海道
　医療大学に変更）

51年 ・当別町社会教育指導員設置
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年  号 で  き  ご  と

昭和52年 ・当別町中学校発足30周年記念式典挙行
・当別町第２プール完成（工事費2,600万円・規模：25ｍ×10ｍ・上屋付）
・当別町若葉球場完成（工事費6,300万円・総面積12,133㎡）
・当別町青少年センター完成（工事費4,434万円・建物面積351㎡・集会室、図書室兼視聴覚室、
　娯楽室兼遊戯室、和室、厨房兼実習室）
・青山中央小中学校新校舎完成

53年 ・当別町南部地域会館完成（建物面積227㎡・研修室、会議室、和室、厨房室）
・中小屋中学校新校舎完成

54年 ・当別町体育協会創立20周年記念式典挙行
・当別町東裏プール完成（工事費1,955万円・規模：20ｍ×10ｍ）
・当別町若葉サッカー場完成（１面・面積7,000㎡）
・当別町若葉テニスコート完成（２面・面積1,368㎡）

56年 ・当別町弁華別プール完成（工事費3,090万円・規模：25ｍ×10ｍ）
・当別町阿蘇公園少年野球場完成（工事費1,350万円・面積6,590㎡）

57年 ・当別ロータリークラブ奨学金制度発足
・当別町中小屋プール完成（工事費2,982万円・規模：25ｍ×10ｍ）
・当別町しらかばテニスコート完成（工事費2,297万円・４面・面積5,100㎡）
・当別伊達記念館完成（工事費3,654万円・建物面積161.59㎡・開拓資料展示）
・伊達邸別館完成（移転工事費515万円・建物面積92.53㎡・復元資料展示・明治13年建築）

59年 ・当別町教育奨励賞制定
・当別町栄公園テニスコート（全天候型）完成（工事費2,270万円・全天候型２面・面積1,330㎡）

60年 ・当別川河川公園ゲートボール場完成（４面）
62年 ・当別町スポーツ賞制定
63年 ・当別小学校に「ことばの教室」開級（１学級認可）

平成元年 ・金沢小学校を閉校し当別小学校に統合
・当別町総合体育館完成（総工事費12億9,000万円・敷地面積10,802㎡・建物面積4,287.94㎡・
  アリーナ、弓道場、格技場、ランニングコース、トレーニングルーム）
・当別町体育協会創立30周年記念式典挙行

２年 ・当別町きららパークゴルフ場完成（８ホール、平成３年４ホール増設）
３年 ・当別高岡小学校を閉校し西当別小学校に統合

・各中学校に英会話指導助手（ALT)を配置
・当別町少年指導センターを当別町公民館内に設置（専任指導員２名配置）
・当別町母子通園センター「ゆりのこ」開園

４年 ・当別町屋内ゲートボール場完成（建物面積910.8㎡・鉄骨及び膜構造・２面）
・当別小学校水泳プール完成（全面改築・総工事費２億3,460万円・建物面積1,103㎡・
  規模：一般用25ｍ×17ｍ、低学年用 他）
・学校週５日制スタート

５年 ・当別町学校体育施設開放事業開始
６年 ・当別川河川緑地パークゴルフ場完成（18ホール、現在の当別町フラワーパークゴルフ場）

・当別町東裏地域会館完成（工事費3,700万円・建物面積244㎡・調理実習室、和室、
  大会議室、研修室）

７年 ・当別町学校給食センター完成（工事費8億3,039万円・鉄筋コンクリート･鉄骨造・ドライシス
　テム、８年１月より全13校で給食開始）
・少年の国内研修事業、婦人の国内研修事業開始

８年 ・中小屋小学校が火災により焼失
９年 ・西当別コミュニティーセンター完成（工事費９億5,795万円・敷地面積4,949㎡・建物面積2,068

　㎡・鉄筋コンクリート造・アリーナ、大会議室、会議室、研修室、和室、調理室、図書室）
・当別町中学校開校50周年記念式開催

10年 ・中小屋小学校新校舎完成（工事費３億576万円・総床面積1,105㎡・普通教室３、特別教室２、
　多目的ホール）

11年 ・当別町生涯学習推進計画策定
・当別町公民館世紀分館改築（工事費3,150万円・総床面積182.25㎡・集会室２室、洋室、和室、
　厨房）

12年 ・青山中央小中学校を閉校し弁華別小学校、弁華別中学校に統合（宿泊研修施設「青山交流館」
　として供用開始）
・当別町青山中央プール廃止

13年 ・当別町適応指導教室設置
・学校評議員制度開始
・当別町少年指導センターを子どもハウス内に移転

14年 ・当別町子ども議会開催
・当別町歴史ボランティア設置

40



年  号 で  き  ご  と

平成15年 ・文部科学省モデル地域事業「ＮＰＯ等と学校教育との連携の在り方」についての実践研究事業
　実施（15～16年度）
・伴静江奨学金制度廃止
・当別町少年指導センターを当別町公民館内に移転
・当別町東裏地域会館を地域集会施設として財政課に移管
・当別町南部地域会館を地域集会施設として財政課に移管
・当別町第２プール廃止
・当別町東裏プール廃止
・当別町中小屋プール廃止

16年 ・川下小学校を閉校し当別小学校に統合
・文部科学省地域子ども教室推進事業 当別町地域子ども教室「サタデーキッズスクール」開始
・当別町第２次生涯学習推進計画策定

17年 ・中小屋中学校を閉校し当別中学校に統合
・青山交流館休止
・当別町文化賞制定

18年 ・中小屋小学校を閉校し当別小学校に統合
・当別幼稚園と鉄北幼稚園を統合（鉄北幼稚園の園舎を使用し園名は当別幼稚園）
・当別中学校、弁華別中学校が「北海道キャリア教育実践プロジェクト指定地域」（18年度）となる

・国立教育政策研究所委嘱事業「小・中連携教育実践研究事業」実施（18～19年度、西当別小・
　西当別中）
・子ども待機スペース交流活動推進事業「オアシス」開始

19年 ・当別町弁華別プール廃止
・蕨岱小学校を閉校し当別小学校に統合
・当別町西当別プール廃止
・旧農村環境改善センターを転用し白樺コミュニティーセンターとして設置
・当別町少年指導センターを当別町総合体育館内に移転
・当別町青少年会館をプレイハウスとして子育て推進課に移管
・弁華別中学校が 国土緑化推進機構主催平成18年度全日本学校関係緑化コンクール「学校林等
　活動の部」農林水産大臣賞受賞
・公民館図書室を当別町学習交流センター（旧当別町青少年センター）へ移転し“ふくろう図書
　館”として開設
・当別町公民館及び開拓郷土館廃止
・当別町特別支援教育推進サポート組織設置
・「子どもの健全育成サポートシステム」開始

20年 ・東裏小学校を閉校し当別小学校に統合
・当別町少年指導センターを白樺コミュニティーセンター内に移転
・当別総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会発足
・地域子ども教室「わくわくキッズ」開始
・当別町学校支援地域本部事業開始

21年 ・当別町総合体育館アリーナ床補修工事
・当別町女性団体連絡協議会創立40周年記念式典挙行
・第３次当別町生涯学習推進計画策定
・白樺コミュニティーセンター多目的ホール床等改修工事
・当別町文化協会創立40周年記念式典挙行
・当別小学校水泳プール改修工事

22年 ・当別町体育協会創立50周年記念式典挙行
・当別総合型地域スポーツクラブ設立
・当別町子どもの読書活動推進計画（５ヵ年計画）策定
・当別町140年記念式典及び記念諸行事開催
・当別小学校校舎・当別中学校校舎及び体育館・西当別中学校体育館耐震補強工事
・町内各小学校でフッ化物洗口事業を開始（１年生から年度毎に１学年ずつ拡大）

23年 ・町立当別幼稚園を閉園し園舎を解体
・社会福祉法人高陽福祉会が認定こども園当別夢の国幼稚園を開園
・適応指導教室を白樺コミュニティーセンターに移転
・当別町家庭教育の手引き発刊

24年 ・当別小学校体育館落成(工事費２億8,896万円・総床面積983㎡・鉄骨造一部鉄筋コンクリート
　造・アリーナ、ステージ、器具庫３室、放送室、トイレ、更衣室、昇降口、渡り廊下)
・栄町教職員住宅解体工事
・当別町立小・中学校で２学期制を導入
・当別プレイハウスが当別小学校内に移転

41



年  号 で  き  ご  と

平成24年 ・当別中学校音楽教室外壁が体育館からの落雪により破損し、同年修繕
・弁華別中学校屋内体育館屋根が強風により破損し、同年復旧

25年 ・「当別音頭」を当別町無形文化財に指定
・西当別中学校教員住宅解体
・当別小学校北校舎トイレ改修工事
・当別中学校トイレ改修工事
・西当別中学校屋内体育館大規模改修工事
・西当別中学校給水設備改修工事

26年 ・第４次当別町生涯学習推進計画策定
・教育委員会管理課に一貫教育推進係を新設
・土曜学習会の開始
・西当別プレイハウスが西当別小学校内に移転
・西当別小学校の重油配管から油漏洩、同年配管を改修
・当別町いじめ防止基本方針策定

27年 ・当別町小中一貫教育に関する取組基本方針策定
・当別町子ども発達支援センター完成
・当別町子どもの読書活動推進計画（第２次計画）策定
・家読の日を制定（毎月23日）
・町内各小学校のフッ化物洗口事業を１年生から６年生まで実施
・放課後学習会の開始
・文部科学省委託事業「小中一貫教育推進事業」実施（平成27～29年度）

28年 ・弁華別小学校を閉校し当別小学校に統合
・弁華別中学校を閉校し当別中学校に統合
・当別町社会体育施設（当別町総合体育館、白樺コミュニティーセンター、当別小学校水泳プー
　ル）に指定管理者制度を導入
・教育委員会事務局に子ども未来課を新設し、就学前の子どもに関する業務を福祉部から移管
・教育委員会社会教育課に町史編纂係を新設
・当別町いじめ問題調査委員会条例制定及び設置
・各中学校へデジタル教科書導入（国、数、理、社、英）
・町内各中学校でフッ化物洗口事業を開始（１年生から年度毎に１学年ずつ拡大）
・西当別小学校教員住宅解体（２棟２戸）、弁華別小学校教員住宅解体（２棟２戸）

29年 ・㈲鋼営工業から120万円の目的寄付があり、西当別中学校のバスケットボードを改修
・小中一貫教育の実施（当別小学校－当別中学校、西当別小学校－西当別中学校）
・当別町通学路安全推進連絡会議設置要綱制定及び設置
・当別・西当別両中学校区で学校運営協議会発足
・「こころのふれあい通学合宿」が文部科学大表彰受賞
・西当別小学校校舎屋根改修工事（工事費19,980千円、設計額626千円、昭和57年築校舎、木軸
　屋根→無落雪屋根）
・各小学校の３～６年生へデジタル教科書導入（国語、算数）

30年 ・教育委員会管理課を学校教育課に改称
・西当別小学校屋内体育館屋根改修工事（工事費19,762千円、設計費4,644千円）
・当別町一体型義務教育学校基本設計（37,962千円）
・小学校外国語授業完全実施（新学習指導要領対応）
・ＩＣＴ機器（電子黒板、書画カメラ等）全校全学級へ配置完了

令和元年 ・当別町一体型義務教育学校地質調査業務委託（15,660千円）
・当別町一体型義務教育学校測量業務委託（5,886千円）
・西当別小学校屋内体育館改修工事（33,761千円）
・町立ふとみ保育所を廃止し、社会福祉法人高陽福祉会が認定こども園おとぎのくにを開園
・教育委員会社会教育課文化財・町史編纂係が文化財保護係に改称
・当別町義務教育学校開校準備委員会及び教育課程編成委員会設置
・当別町一体型義務教育学校実施設計（128,700千円）

２年 ・当別町図書館及び西当別分館設置
・当別町一体型義務教育学校建設工事（建設・電気・機械）（4,684,900千円）
・当別町一体型義務教育学校建設工事監理業務委託（77,000千円）
・当別町一体型義務教育学校建設損失補償調査業務委託（5,236千円）
・西当別中学校校舎屋上防水工事（12,650千円）
・当別町教育系ネットワークシステム端末購入（65,098千円）
・当別町教育系ネットワークシステム構築業務委託（50,930千円）
・当別町教育系ネットワークシステム端末付属品購入（6,826千円）
・校務系ネットワークシステム構築業務委託（69,300千円）
・家庭用モバイルルーター購入（2,176千円）
・当別町教育系ネットワークシステム構築業務委託（その２）（354,000千円）
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため全国で一斉臨時休業（３～５月）
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年  号 で  き  ご  と

令和３年 ・学習用情報機器貸出、家庭学習用通信機器貸出開始
・学校給食費の公会計化
・北海道ＣＬＡＳＳプロジェクト（地学協働活動推進実証事業）実施（～令和５年度）
・保育支援者配置補助事業の実施
・子育て短期支援事業（ショートステイ事業）実施
・当別町一体型義務教育学校建設工事（外構工事）（136,950千円）

4年 ・とうべつ学園備品購入（校用 45,353千円、教材 19,923千円）、既存備品移送運搬・備付
　（4,070千円）
・「トウベツアカマツセイウチ化石」の当別町有形文化財指定
・当別町一体型義務教育学校「とうべつ学園」完成（２月）
・当別町一体型義務教育学校「とうべつ学園」引き渡し（３月）
・当別小学校、当別中学校統合による閉校（３月）
・義務教育学校「とうべつ学園」開校（４月）
・子どもプレイハウス民間委託開始
・「学びのハンドブック」を保護者に配布（４月）
・鈴木直道北海道知事がとうべつ学園を訪問（４月）
・とうべつ学園見学会開催（６月）
・当別町一体型義務教育学校建設工事（グラウンド整備）（190,872千円）
・当別中学校解体工事（511,500千円）
・当別町総合体育館屋上防水改修工事（126,500千円）
・とうべつ学園開校記念式典（11月）

5年 ・成人年齢引き下げに伴い、成人式を「はたちのつどい」と改称して開催
・教育委員会学校教育課一貫教育係が教育企画係に改称
・特別給食「とべっこランチ」提供開始
・とうべつ学園内に校内適応指導教室（令和６年度から校内教育支援センター）「からふる」を設置
・「デジタル田園都市国家構想交付金」を活用し、「デジタル教育推進事業」を実施
　（ＡＩドリルの導入、電子黒板の導入、児童生徒向けプログラミング教室の実施、
　情報モラル教育の実施、ＩＣＴ支援員の派遣）
・倉本博史北海道教育委員会教育長がとうべつ学園を訪問（５月）
・町立学校と岩出山小学校・岩出山中学校が姉妹校締結（６月）
・当別町一体型義務教育学校建設工事事業損失調査業務委託（11,440千円）
・西当別中学校屋内体育館外壁改修工事（1,540千円）

6年 ・適応指導教室を教育支援センターに改称
・西当別コミュニティセンター内に教育支援センター「つなぐっとルーム」を設置
・西当別小学校・西当別中学校に校内教育支援センター「からふる」を設置
・文化公演事業「テノールとハープ♪　ピアノの夕べ」「川上天馬エレクトーンライブ」開催
・大崎市・当別町姉妹校提携交流事業「給食交流」を実施
・西当別小・中学校エアコン設置工事（94,160千円）　普通教室・職員室等にエアコンを設置
・西当別中学校マルチルーム改修工事（3,080千円）　旧パソコンルームをデジタル仕様に改修

7年 ・とうべつ学園エアコン設置工事　普通教室・職員室等にエアコンを設置
・西当別小学校会議室改修工事（22,242千円） OA室を普通教室として活用可能な教室に改修
・西当別小・中学校トイレ改修工事（37,730千円） トイレを洋式化
・GIGAスクール（１人１台端末）更新事業（55,165千円）
・岩出山小学校児童が来町し町内児童生徒と交流
・西当別コミュニティーセンターを指定管理対象施設に追加
・学校部活動地域展開推進事業実施
・文化公演事業「TOBETSUプレミアムコンサート」開催
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 ７ 統計データ 

 

  小中学校施設の概況 
 

学校名 
校舎 

構造 

校舎面積 

（㎡） 

屋体面積 

（㎡） 

武道場 

（㎡） 

校地面積 

（㎡） 
校舎建設年 屋体建設年 

西当別小学校 ＲＣ 4,381 702  15,789 昭和57年 昭和58年 

西当別中学校 ＲＣ 3,869 678  28,749 昭和55年 昭和54年 

とうべつ学園 ＲＣ 9,361 2,293 428 43,310 令和４年 令和４年 
 

※ＲＣ：鉄筋コンクリート造  

  児童生徒数の推移 

 

◆ 小学校児童数                    ◆ 中学校生徒数 
 

    各年５月１日現在（単位：人）  

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

Ｒ４ 82 77 70 77 87 81 474 

５ 77 85 81 73 81 90 487 

６ 79 80 92 82 77 79 489 

７ 88 79 81 91 83 75 497 

８ 60 91 84 85 90 85 495 

 

年度 １年 ２年 ３年 計 

Ｒ４ 106 113 93 312 

５ 79 107 113 299 

６ 95 85 106 286 

７ 81 95 84 260 

８ 77 81 96 254 
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  各学校統合年の一覧 

 

◆ 小学校 
 

学校名 設置年 統 合 年 一 覧 

西 

当 

別  

小 

学 

校 

西当別小 S26   

太 美 小 M29 S26  

 

 獅子内小 M33 S26 

当別高岡小 M34 H3  

 

◆ 中学校 
 

学校名 設置年 統 合 年 一 覧 

西 

当 

別 

中 

学 

校 

西当別中 S22 

当別高岡中 S25 S43 

 

◆ 義務教育学校 

 

 

 

 

 

学校名 設置年 統 合 年 一 覧 

当 別 小 M 6  

R4 

 

と

う

べ

つ

学

園 

東 裏 小 M35 H20  

蕨 岱 小 M44 H19  

中小屋小 M33 H18  

川 下 小 M37 H16  

金 沢 小 M32 H1  

材木沢小 

（分校） 
T 4 S40   

弁華別小 M25 H28  

青 山 小 M34 S50   

青山中央小 M34 H12 

 
二 股 小 M41 S50  

四番川小 M42 S48  

三番川小 M42 S46  

当 別 中 S22                         

中小屋中 S22 H17  

弁華別中 S22 H28 

青山中央中 S22 H12 

 
二 股 中 S28 S48  

三番川中 S28 S46  

四番川中 S22 S42  
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【統合校の思い出】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材木沢小学校 三番川小中学校 四番川小中学校 

青山小学校 二股小中学校 金沢小学校 

当別高岡小中学校 青山中央小中学校 川下小学校 

中小屋中学校 中小屋小学校（上：旧校舎 下：新校舎） 蕨岱小学校 

東裏小学校 弁華別小学校 弁華別中学校 

当別小学校（現存校舎） 当別中学校 当別小学校（昭和 47 年までの校舎） 
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  就学援助の状況（過去３ヵ年の推移） 

                                    （単位：人・千円） 

年度 

区分 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

新小学校 

１年生 

5 5 7 

271 457 399 

小学校 
59 51 52 

5,311 4,195 3,746 

新中学校 

１年生 

14 14 11 

882 882 693 

中学校 
50 43 43 

5,877 5,921 5,033 

計 12,341 11,455 9,871 

* 平成２９年度から翌年度の新小学校・新中学校１年生に新入学準備金を支給。 

 

 

  特別支援教育就学奨励費の状況（過去３ヵ年の推移）    

        （単位：人・千円） 

年度 

区分 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

小学校 
9 10 19 

323 437 816 

中学校 
6 6 2 

304 307 111 

計 
15 16 21 

627 744 927 

 

 

  特別支援学級等通学援助費の状況（過去３ヵ年の推移）     

      （単位：人・千円） 

年度 

区分 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

小学校 
42 46 66 

239 247 368 

中学校 
13 19 15 

76 120 90 

計 
55 65 81 

315 367 458 
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  社会教育施設利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

年度＼区分 アリーナ 大会議室 和室 研修室 調理室 会議室 計 

Ｒ５ 
件数 874 380 248 125 22 219 1,868 

人数 14,752 7,296 2,182 1,664 170 1,191 27,255 

Ｒ６ 
件数 929 379 266 192 52 255 2,073 

人数 15,151 7,930 2,829 1,598 383 1,528 29,419 

Ｒ７ 
件数 963 572 332 306 52 266 2,491 

人数 16,606 10,391 2,689 1,730 347 1,832 33,595 

 

 

 
 

年度 
貸出実績（冊） 利用者数 蔵書数 

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計 

Ｒ５ 11,144 7,517 18,661 4,292 440 4,732 12,524 8,986 21,510 

Ｒ６ 10,104 7,556 17,660 3,418 503 3,921 13,154 9,397 22,551 

Ｒ７ 10,347 7,346 17,693 3,470 592 4,062 13,814 9,816 23,630 

 

 

 
 

年度 
貸出実績（冊） 利用者数 蔵書数 

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計 

Ｒ５ 8,773 8,460 17,233 3,772 544 4,316 9,444 8,230 17,674 

Ｒ６ 10,330 9,527 19,857 4,108 812 4,920 9,699 8,509 18,208 

Ｒ７ 10,617 10,094 20,711 4,098 869 4,967 9,892 8,864 18,756 

年度＼区分 小研修室 調理実習室 多目的ホール 大研修室 和室１ 和室２・３ 計 

Ｒ５ 
件数 195 15 629 175 149 43 1,206 

人数 1,993 168 7,636 2,319 778 245 13,139 

Ｒ６ 
件数 239 14 584 190 165 47 1,239 

人数 3,006 339 6,345 2,938 846 510 13,984 

Ｒ７ 
件数 223 23 633 131 182 60 1,252 

人数 3,322 659 8,151 2,533 1,152 962 16,779 

白樺コミュニティーセンター 

当別町図書館 

当別町図書館西当別分館 

西当別コミュニティーセンター 
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年度＼区分 洋室 集会室Ａ 集会室Ｂ 和室 計 

Ｒ５ 
件数 15 119 70 0 204 

人数 85 832 455 0 1,372 

Ｒ６ 
件数 11 108 66 2 187 

人数 56 750 397 9 1,212 

Ｒ７ 
件数 6 50 27 0 83 

人数 37 1037 661 0 1,735 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

年度＼区分 アリーナ 格技場 弓道場 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ 計 

Ｒ５ 
件数 873 260 222   1,355 

人数 31,191 5,001 1,921 8,871 3,132 50,116 

Ｒ６ 
件数 858 276 173   1,307 

人数 36,857 5,103 2,754 11,576 3,822 60,112 

Ｒ７ 
件数 902 198 240   1,340 

人数 40,075 6,425 2,615 13,543 4,335 66,993 

※トレーニングルーム、ランニングコースは個人利用のみ 

年度 人数 

Ｒ５ 1,229 

Ｒ６ 1,230 

Ｒ７ 1,593 

世紀会館  

当別町総合体育館 

当別伊達記念館・伊達邸別館  
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